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「日本初の女性議員三九名」はどこへ行ったのか

「
日
本
初
の
女
性
議
員
三
九
名
」
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か 

―
―
大
量
当
選
、
大
量
落
選
の
構
造
分
析
―
―

清　

水　
　

唯　

一　

朗

は
じ
め
に

一　

誰
が
出
馬
し
た
の
か

二　

誰
が
な
ぜ
当
選
し
た
の
か
、
な
ぜ
落
選
し
た
の
か

三　

誰
が
な
ぜ
再
選
で
き
た
の
か
、
で
き
な
か
っ
た
の
か

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

日
本
で
は
な
ぜ
女
性
議
員
が
少
な
い
の
か
。
多
様
性
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
近
年
、
こ
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
各
党
で
も
ク
ォ
ー
タ
の
導
入
な
ど
の
議
論
が
進
み
つ
つ
あ
る（

（
（

。

　

女
性
議
員
と
い
え
ば
、
一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
四
月
に
行
わ
れ
た
戦
後
初
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
三
九
名
が
当
選
を
果
た

し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
本
会
議
場
の
最
前
列
に
女
性
議
員
が
並
ん
だ
写
真
は
誰
し
も
が
教
科
書
で
見
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
戦
後
日
本
の
民
主
化
を
象
徴
す
る
一
枚
と
し
て
私
た
ち
の
記
憶
に
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
。
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三
九
名
、
議
席
率
に
す
れ
ば
8
．37
％
の
占
有
率
は
、
当
時
、
他
の
先
進
国
と
比
べ
て
も
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
日
本
の
女
性
議
員
数
は
低
迷
し
、
一
九
六
七
年
の
第
三
一
回
総
選
挙
ま
で
減
少
を
続
け
る（

（
（

。
そ
の
後
、
増
加
に

転
じ
る
が
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
に
四
三
名
が
当
選
す
る
ま
で
の
五
八
年
間
、
初
回
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
記
録
は
破
ら
れ
な

か
っ
た
。
戦
後
日
本
の
民
主
化
が
「
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
と
も
う
な
ず
け
る（

（
（

。
経
済
発
展
に
よ
っ
て
民
主

化
と
女
性
の
政
治
参
画
が
進
む
は
ず
の
民
主
主
義
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
日
本
は
長
く
例
外
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

な
に
よ
り
ま
ず
、
翌
一
九
四
七
年
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
女
性
議
員
は
一
五
名
と
半
数
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
再
選
希
望
者

は
三
五
名
あ
っ
た
が
、
再
び
議
席
を
得
ら
れ
た
の
は
一
二
名
に
と
ど
ま
っ
た
。
な
ぜ
彼
女
た
ち
は
三
九
名
も
当
選
し
、
な
ぜ
再
選
で

き
な
か
っ
た
の
か
。
問
題
の
構
造
は
そ
こ
を
見
る
こ
と
で
理
解
で
き
そ
う
だ
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
政
治
学
、
女
性
史
の
分
野
を
中
心
に
す
で
に
相
当
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
、
大
量
の
女
性
代
議
士
が
誕
生
し
た
理
由
を
大
選
挙
区
制
、
戦
前
指
導
者
の
公
職
追
放
、
国
民
の
平
和
へ
の
意
欲
、
ダ
グ
ラ

ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
支
援
、
選
挙
資
金
の
枯
渇
、
政
治
社
会
の
混
乱
と
み
る（

（
（

。
網
羅
的
で
あ
り
、
首
肯
で
き
る
も
の
だ

ろ
う
。
戦
前
か
ら
の
女
性
の
自
主
的
な
活
動
が
そ
の
基
盤
と
な
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
占
領
開
始
当
初
か
ら
さ
か
ん
に
婦
人
団
体
の
改
革
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
た
こ
と
も
そ
の
背
景
と
指
摘
さ
れ
る（

（
（

。

　

落
選
の
理
由
は
ど
う
か
。
議
会
中
の
政
治
活
動
を
検
討
し
た
研
究
は
、
彼
女
た
ち
へ
の
注
目
は
表
層
的
な
面
に
集
ま
り
、
政
治
活

動
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
と
す
る（

（
（

。
婦
人
参
政
権
運
動
の
歴
史
的
検
討
か
ら
当
該
選
挙
ま
で
を
論
じ
た
研
究
で
は
、
女

性
票
が
保
守
に
流
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
に
加
え
女
性
候
補
が
都
市
部
で
強
く
農
村
部
で
は
弱
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

が
（
（
（

、
こ
れ
は
次
の
選
挙
か
ら
選
挙
区
制
度
が
中
選
挙
区
制
に
移
行
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
女
性
候
補
が
落
選
し
た
要
因
と
し
て
首
肯

で
き
る
だ
ろ
う（

（
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
候
補
者
自
身
の
言
説
、
有
権
者
の
声
、
新
聞
雑
誌
の
論
調
を
で
き
る
か
ぎ
り
集
め
る
こ
と
で
、
選
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出
側
と
非
選
出
側
双
方
の
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に
大
量
当
選
と
大
量
落
選
の
構
造
を
描
出
し
、
そ
の
後
の
女
性
議

員
数
の
低
迷
を
理
解
す
る
材
料
を
提
供
す
る
。

一　

誰
が
出
馬
し
た
の
か

戦
後
初
の
総
選
挙
―
第
二
二
回
（
一
九
四
六
年
四
月
）

　

第
二
二
回
総
選
挙
は
、
日
本
政
治
史
上
、
き
わ
め
て
特
異
な
選
挙
で
あ
っ
た
。
戦
後
直
後
で
あ
り
、
疎
開
に
よ
る
人
口
移
動
や
空

襲
に
よ
る
滅
失
に
よ
り
選
挙
人
名
簿
が
整
わ
な
い
な
か
、
ほ
と
ん
ど
の
現
職
議
員
が
公
職
追
放
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
も
と

で
行
わ
れ
た
。
し
か
も
、
選
挙
制
度
は
史
上
唯
一
と
な
る
大
選
挙
区
制
限
連
記
制
が
採
用
さ
れ
た
。

　

候
補
者
は
二
七
七
〇
名
に
上
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
二
六
三
七
名
（
95
．20
％
）
が
新
人
で
あ
っ
た
。
投
票
日
の
段
階
で
女
性
候
補

は
八
〇
名
を
数
え
、
全
候
補
者
の
2
．88
％
で
あ
っ
た
。
当
選
者
は
四
六
六
名
。
そ
の
う
ち
女
性
は
三
九
名
で
8
．36
％
と
な
っ
た
。

女
性
候
補
者
の
当
選
率
は
48
．75
％
に
達
し
、
男
性
候
補
者
の
15
．8
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

表
1
は
当
該
選
挙
に
お
け
る
女
性
候
補
者
の
概
要
で
あ
る
（
詳
細
は
注
に
あ
る
リ
ン
ク
先
を
参
照
さ
れ
た
い
）（

（1
（

。
実
は
女
性
候
補
者
は

八
〇
名
よ
り
多
く
い
た
。後
述
す
る
よ
う
に
、立
候
補
し
、選
挙
活
動
を
行
い
な
が
ら
も
種
々
の
事
情
で
断
念
し
た
者
が
あ
る
た
め
だ（

（1
（

。

　

属
性
を
み
る
と
、
出
身
地
と
選
挙
区
が
異
な
る
者
が
多
く
確
認
で
き
る
。
疎
開
先
か
ら
出
馬
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
多
く
は
嫁

ぎ
先
の
土
地
で
立
候
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
職
業
は
教
師
、
医
師
、
産
婆
が
目
立
つ
が
、
経
営
者
が
多
い
こ
と
も
目
を
惹
く
。
彼
女

た
ち
は
夫
が
経
営
す
る
会
社
の
役
員
を
務
め
て
い
た
。
戦
前
の
経
歴
と
も
か
か
わ
る
が
、
当
然
に
し
て
運
動
家
も
多
数
出
馬
し
て
い

る
。
彼
女
た
ち
は
無
職
と
し
て
申
請
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

　

学
歴
は
概
し
て
高
く
、
高
等
女
学
校
出
身
者
が
目
立
つ
。
海
外
大
学
で
学
ん
だ
者
も
あ
り
、
そ
れ
が
有
利
に
働
い
た
か
は
定
か
で
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選挙区 氏名 出身地 年齢 職業 学歴 所属政党 当落 順位 23 回 24 回 戦前の活動 配偶者

北海道 1 新妻イト 神奈川 57 会社経営 高等女学校、米国留学 社 〇 3 × ― 新聞発行 新聞記者

柄沢と志子 北海道 36 元従業員 高等女学校 共 〇 11 × 〇 労働運動、逮捕 党幹部

青森 上田タカ 42 湯屋業 無 × 10 × ―

岩手 菅原エン 岩手 47 農業 高等女学校、高等師範科 進 〇 1 × × 歌人協会会長 （死別）

宮城 橘みな 46 洋服裁縫業 共 × 16 × ― 婦選団体幹部

秋田 和崎ハル 秋田 62 美容師 高等女学校、音楽学校退 無 〇 1 × × 婦選団体幹部 （死別）

山形 米山文子 東京 45 元教員 女子高等師範学校 諸→新 〇 5 × ― 尾崎行雄秘書

上野小銀 東京 45 露天商 無 × 22 ― ―

福島 榊原千代 静岡 49 著述業 女子大学校、ドイツ留学 社 〇 6 〇 × 婦人会幹部 専門学校教授

山下春江 山口 46 会社役員 女子専門学校 進 〇 8 〇 × 新聞記者 事業家

志田ヒデ 55 司法保護委 女子大学校 社 × 21 ― ×

長谷部静 65 無職 自 × 77 ― ―

遠山せき 43 医師 女子医学専門学校 辞退 ― ― ―

黒川ちか 39 元教員 女子大学校 辞退 ― ― ―

茨城 杉田馨子 東京 39 無職 女子大学校 自 〇 3 × ― 革新運動に関与 新聞記者（追放）

沼田睦子 青森 44 元編集者 高等女学院 共 × 31 ― ― 婦選団体幹部

樋口ヨネ 31 党総務 諸 × 55 ― ―

栃木 戸叶里子 長野 39 無職 女子専門学校 諸→ク→社 〇 1 × 〇 上海在留 新聞記者（追放）

群馬 最上英子 東京 45 塾経営 女子専門学校 進 〇 2 〇 × 衆院議員（追放）

千葉 竹内歌子 岡山 32 会社役員 高等女学校 諸→進→民 〇 5 × ― 新聞記者

東京 1 山口シヅエ 東京 30 会社役員 高等女学校 社 〇 2 〇 〇 独身

竹内茂代 長野 66 産婦人科医 女子医学専門学校 自 〇 5 追放 ― 婦選団体幹部 医師

木内キヤウ 東京 63 元学校長 女子師範学校 進 × 16 参〇 参〇 教育会委員長

宮東克子 28 学校長 諸 × 27 ― ― 政治団体（落選）

山根菊子 山口 54 新聞記者 女子専門学校 協 × 39 ― ― 婦選団体幹部

清水輝子 54 画家 諸 × 54 ― ―

斉藤ヨシ 56 無職 諸 × 66 × ―
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選挙区 氏名 出身地 年齢 職業 学歴 所属政党 当落 順位 23 回 24 回 戦前の活動 配偶者

北海道 1 新妻イト 神奈川 57 会社経営 高等女学校、米国留学 社 〇 3 × ― 新聞発行 新聞記者

柄沢と志子 北海道 36 元従業員 高等女学校 共 〇 11 × 〇 労働運動、逮捕 党幹部

青森 上田タカ 42 湯屋業 無 × 10 × ―

岩手 菅原エン 岩手 47 農業 高等女学校、高等師範科 進 〇 1 × × 歌人協会会長 （死別）

宮城 橘みな 46 洋服裁縫業 共 × 16 × ― 婦選団体幹部

秋田 和崎ハル 秋田 62 美容師 高等女学校、音楽学校退 無 〇 1 × × 婦選団体幹部 （死別）

山形 米山文子 東京 45 元教員 女子高等師範学校 諸→新 〇 5 × ― 尾崎行雄秘書

上野小銀 東京 45 露天商 無 × 22 ― ―

福島 榊原千代 静岡 49 著述業 女子大学校、ドイツ留学 社 〇 6 〇 × 婦人会幹部 専門学校教授

山下春江 山口 46 会社役員 女子専門学校 進 〇 8 〇 × 新聞記者 事業家

志田ヒデ 55 司法保護委 女子大学校 社 × 21 ― ×

長谷部静 65 無職 自 × 77 ― ―

遠山せき 43 医師 女子医学専門学校 辞退 ― ― ―

黒川ちか 39 元教員 女子大学校 辞退 ― ― ―

茨城 杉田馨子 東京 39 無職 女子大学校 自 〇 3 × ― 革新運動に関与 新聞記者（追放）

沼田睦子 青森 44 元編集者 高等女学院 共 × 31 ― ― 婦選団体幹部

樋口ヨネ 31 党総務 諸 × 55 ― ―

栃木 戸叶里子 長野 39 無職 女子専門学校 諸→ク→社 〇 1 × 〇 上海在留 新聞記者（追放）

群馬 最上英子 東京 45 塾経営 女子専門学校 進 〇 2 〇 × 衆院議員（追放）

千葉 竹内歌子 岡山 32 会社役員 高等女学校 諸→進→民 〇 5 × ― 新聞記者

東京 1 山口シヅエ 東京 30 会社役員 高等女学校 社 〇 2 〇 〇 独身

竹内茂代 長野 66 産婦人科医 女子医学専門学校 自 〇 5 追放 ― 婦選団体幹部 医師

木内キヤウ 東京 63 元学校長 女子師範学校 進 × 16 参〇 参〇 教育会委員長

宮東克子 28 学校長 諸 × 27 ― ― 政治団体（落選）

山根菊子 山口 54 新聞記者 女子専門学校 協 × 39 ― ― 婦選団体幹部

清水輝子 54 画家 諸 × 54 ― ―

斉藤ヨシ 56 無職 諸 × 66 × ―

表 1　第 22 回衆議院議員総選挙に出馬した女性候補者
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東京 2 加藤シヅエ 東京 50 著述業 女子学習院、米国留学 社 〇 1 〇 × 婦選団体幹部 衆院議員（当選）

松谷天光光 東京 28 党委員長 早稲田大学法学部 諸→ク→社 〇 11 〇 〇 通信社嘱託 独身

久布白落実 熊本 65 社会事業家 高等女学院 自 × 16 参× 参× 婦選団体幹部 （死別）

深川タマエ 香川 38 研究所長 九州帝大法文学部 諸 × 18 参〇 参〇 弁護士（落選）

大町米子 35 新聞記者 共 × 23 ― ― （死別）

福地文乃 山梨 48 会社員 女子専門学校 諸 × 59 ― ― 東京都職員 事業家（落選）

神奈川 松尾トシ 神奈川 39 学校長 女子専門学校 社 〇 5 〇 〇 英語学校教師 県会副議長

吉田セイ 山口 38 歯科医 女子高等歯科医 諸→協 〇 8 × 参× 五輪選手 教師

沖津くら 千葉 40 医師 女子医学専門学校 無 × 22 県〇 ―

伊東初枝 46 会社役員 無 × 39 ― ―

森千鶴子 37 無職 協→無 × 58 × ―

新潟 1 村島喜代 新潟 55 元教員 女子師範学校 進 〇 2 × ― 婦人会幹部

新潟 2 野村ミス 新潟 51 元教員 高等女学校 無→新→協 〇 5 参× ― （死別）

富山 鞍馬可寿子 富山 35 僧侶 諸 × 12 参× ―

石川 米山久 石川 50 無職 高等女学校 社 〇 1 × ― 婦選団体幹部 実業家

福井 今井はつ 福井 46 裁縫教師 高等女学校中退（詐称） 自→民 〇 4 × × 婦人会幹部 新聞経営

山梨 笠井とも子 山梨 37 医学博士 無 × 6 ― ― 衆院議員（当選）

大久保松代 山梨 48 耳鼻科医 女子医学専門学校 無 × 10 ― ― 啓蒙活動に従事

望月としの 山梨 50 新聞記者 高等女学校 諸 × 18 ― ―

長野 安藤はつ 静岡 35 会社役員 青年師範学校 諸→新→協 〇 1 × ― 鉱山経営

静岡 山崎道子 岡山 46 産婆 小学校中退 社 〇 1 〇 × 婦選団体幹部 衆院議員（南方）

愛知 1 越原はる 岐阜 62 学校長 師範学校教習所 諸→協 〇 5 ― ― 愕堂会会員 （死別）

田島ひで 愛知 46 農業 女子専門学校中退 共 × 20 × 〇 新婦人協会幹部、検挙

三重 沢田ひさ 滋賀 50 無職 高等女学校 社 〇 6 × × 婦選団体幹部

藤井稔 40 医師 女子医学専門学校 進 × 27 × ―

京都 冨田ふさ 福井 54 小児科医 女子医学専門学校 諸→自 〇 3 × ― 向上婦人会長 病院経営

大石ヨシエ 京都 50 無職 高等女学校 無→社→協 〇 5 〇 〇 国民同志会幹部

木村チヨ 福岡 57 無職 高等女学校（詐称） 無→自 〇 9 × ― 政治活動に従事
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東京 2 加藤シヅエ 東京 50 著述業 女子学習院、米国留学 社 〇 1 〇 × 婦選団体幹部 衆院議員（当選）

松谷天光光 東京 28 党委員長 早稲田大学法学部 諸→ク→社 〇 11 〇 〇 通信社嘱託 独身

久布白落実 熊本 65 社会事業家 高等女学院 自 × 16 参× 参× 婦選団体幹部 （死別）

深川タマエ 香川 38 研究所長 九州帝大法文学部 諸 × 18 参〇 参〇 弁護士（落選）

大町米子 35 新聞記者 共 × 23 ― ― （死別）

福地文乃 山梨 48 会社員 女子専門学校 諸 × 59 ― ― 東京都職員 事業家（落選）

神奈川 松尾トシ 神奈川 39 学校長 女子専門学校 社 〇 5 〇 〇 英語学校教師 県会副議長

吉田セイ 山口 38 歯科医 女子高等歯科医 諸→協 〇 8 × 参× 五輪選手 教師

沖津くら 千葉 40 医師 女子医学専門学校 無 × 22 県〇 ―

伊東初枝 46 会社役員 無 × 39 ― ―

森千鶴子 37 無職 協→無 × 58 × ―

新潟 1 村島喜代 新潟 55 元教員 女子師範学校 進 〇 2 × ― 婦人会幹部

新潟 2 野村ミス 新潟 51 元教員 高等女学校 無→新→協 〇 5 参× ― （死別）

富山 鞍馬可寿子 富山 35 僧侶 諸 × 12 参× ―

石川 米山久 石川 50 無職 高等女学校 社 〇 1 × ― 婦選団体幹部 実業家

福井 今井はつ 福井 46 裁縫教師 高等女学校中退（詐称） 自→民 〇 4 × × 婦人会幹部 新聞経営

山梨 笠井とも子 山梨 37 医学博士 無 × 6 ― ― 衆院議員（当選）

大久保松代 山梨 48 耳鼻科医 女子医学専門学校 無 × 10 ― ― 啓蒙活動に従事

望月としの 山梨 50 新聞記者 高等女学校 諸 × 18 ― ―

長野 安藤はつ 静岡 35 会社役員 青年師範学校 諸→新→協 〇 1 × ― 鉱山経営

静岡 山崎道子 岡山 46 産婆 小学校中退 社 〇 1 〇 × 婦選団体幹部 衆院議員（南方）

愛知 1 越原はる 岐阜 62 学校長 師範学校教習所 諸→協 〇 5 ― ― 愕堂会会員 （死別）

田島ひで 愛知 46 農業 女子専門学校中退 共 × 20 × 〇 新婦人協会幹部、検挙

三重 沢田ひさ 滋賀 50 無職 高等女学校 社 〇 6 × × 婦選団体幹部

藤井稔 40 医師 女子医学専門学校 進 × 27 × ―

京都 冨田ふさ 福井 54 小児科医 女子医学専門学校 諸→自 〇 3 × ― 向上婦人会長 病院経営

大石ヨシエ 京都 50 無職 高等女学校 無→社→協 〇 5 〇 〇 国民同志会幹部

木村チヨ 福岡 57 無職 高等女学校（詐称） 無→自 〇 9 × ― 政治活動に従事
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大阪 1 三木喜代子 大阪 28 不動産業 高等女学校中退（詐称） 諸→無 〇 8 × × 独身

山中定子 33 塾経営 無→共 × 9 × 市〇

山中とみ 57 助産婦 自 × 16 × 〇

柴原ウラ 60 相談所経営 女子高等師範 無 × 39 ― ― 婦選団体幹部

大岸芳子 29 指圧治療師 諸 × 66 ― ―

大阪 2 本多花子 静岡 38 無職 小学校 諸→自 〇 8 × ―

兵庫 1 中山たま 兵庫 58 小児科医 女子医学専門学校 無→進 〇 3 × ―

清水チエ 49 農業 共 × 26 ― ―

小杉イ子 宮崎 63 産婆 高等女学校 諸→緑風会 × 32 参〇 参〇

木村キヌ 56 教導師 諸 × 61 ― ―

和歌山 斎藤てい 和歌山 41 無職 専修学校 進 〇 2 × ― 国防婦人会理事

鳥取 田中たつ 鳥取 55 産婆 産婆学校 無→新→協 〇 4 × 参× 保健婦協会会長

岡山 近藤鶴代 岡山 46 教員 女子専門学校 無→自 〇 3 〇 〇 独身（兄：衆院）

広島 武田キヨ 広島 51 学校理事 女子高等師範学校 自→民 〇 2 〇 × 婦選団体幹部

尺采シナ 61 僧侶 無 × 45 ― ―

小見山富恵 兵庫 51 保母 高等女学校 共 辞退 ― ― ― 労働運動 （死別、党員）

徳島 紅露みつ 群馬 54 無職 高等女学校 無→民 〇 3 × 参〇 代議士婦人 衆院議員（追放）

愛媛 若松齢 46 無職 女子専門学校 共 × 24 × ― 党活動で逮捕

高知 吉門方海 高知 25 無職 無 ― ― × ― セツルメント部長 独身

深谷ハル 農業 ― ― ― ― 婦人会幹部

福岡 1 森山ヨネ 福岡 56 教員 高等女学校、米国留学 進 〇 1 ― ― 女学校教諭 独身

佐賀 勝谷マツヨ 49 元教員 社 × 9 ― ―

長崎 三宅ヤスヨ 51 医師 女子医学専門学校 諸 × 11 市〇 ―

大川イシ 57 助産所長 無 × 22 × ―

河本カヲル 39 貸座敷業 無 × 35 ― ―

熊本 山下ツ子 熊本 48 著述業 女子高等師範学校 無→新→社 〇 6 × × 婦選団体幹部 独身

大分 道上百子 34 無職 無 × 10 × ―

宮崎 大橋喜美 栃木 42 元教員 女子高等師範学校 諸→協 〇 4 × ― 女学校教諭 （死別）

伊達マサ 38 農業 無 辞退 ― × ― 軍人遺族相談
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大阪 1 三木喜代子 大阪 28 不動産業 高等女学校中退（詐称） 諸→無 〇 8 × × 独身

山中定子 33 塾経営 無→共 × 9 × 市〇

山中とみ 57 助産婦 自 × 16 × 〇

柴原ウラ 60 相談所経営 女子高等師範 無 × 39 ― ― 婦選団体幹部

大岸芳子 29 指圧治療師 諸 × 66 ― ―

大阪 2 本多花子 静岡 38 無職 小学校 諸→自 〇 8 × ―

兵庫 1 中山たま 兵庫 58 小児科医 女子医学専門学校 無→進 〇 3 × ―

清水チエ 49 農業 共 × 26 ― ―

小杉イ子 宮崎 63 産婆 高等女学校 諸→緑風会 × 32 参〇 参〇

木村キヌ 56 教導師 諸 × 61 ― ―

和歌山 斎藤てい 和歌山 41 無職 専修学校 進 〇 2 × ― 国防婦人会理事

鳥取 田中たつ 鳥取 55 産婆 産婆学校 無→新→協 〇 4 × 参× 保健婦協会会長

岡山 近藤鶴代 岡山 46 教員 女子専門学校 無→自 〇 3 〇 〇 独身（兄：衆院）

広島 武田キヨ 広島 51 学校理事 女子高等師範学校 自→民 〇 2 〇 × 婦選団体幹部

尺采シナ 61 僧侶 無 × 45 ― ―

小見山富恵 兵庫 51 保母 高等女学校 共 辞退 ― ― ― 労働運動 （死別、党員）

徳島 紅露みつ 群馬 54 無職 高等女学校 無→民 〇 3 × 参〇 代議士婦人 衆院議員（追放）

愛媛 若松齢 46 無職 女子専門学校 共 × 24 × ― 党活動で逮捕

高知 吉門方海 高知 25 無職 無 ― ― × ― セツルメント部長 独身

深谷ハル 農業 ― ― ― ― 婦人会幹部

福岡 1 森山ヨネ 福岡 56 教員 高等女学校、米国留学 進 〇 1 ― ― 女学校教諭 独身

佐賀 勝谷マツヨ 49 元教員 社 × 9 ― ―

長崎 三宅ヤスヨ 51 医師 女子医学専門学校 諸 × 11 市〇 ―

大川イシ 57 助産所長 無 × 22 × ―

河本カヲル 39 貸座敷業 無 × 35 ― ―

熊本 山下ツ子 熊本 48 著述業 女子高等師範学校 無→新→社 〇 6 × × 婦選団体幹部 独身

大分 道上百子 34 無職 無 × 10 × ―

宮崎 大橋喜美 栃木 42 元教員 女子高等師範学校 諸→協 〇 4 × ― 女学校教諭 （死別）

伊達マサ 38 農業 無 辞退 ― × ― 軍人遺族相談
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は
な
い
が
、
キ
ャ
リ
ア
と
政
治
意
識
の
高
さ
の
関
連
が
見
ら
れ
る
。
夫

が
議
員
、
記
者
、
党
員
な
ど
政
治
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
も
の

も
相
当
数
見
ら
れ
る
。

　

地
域
格
差
も
大
き
い
。
女
性
の
投
票
率
は
西
高
東
低
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
候
補
者
、
当
選
者
と
も
に
東
日
本
に
多
い
こ
と
、

山
梨
、
京
都
、
長
崎
の
よ
う
に
候
補
者
全
員
が
落
選
、
も
し
く
は
当
選

し
て
い
る
特
徴
的
な
府
県
も
見
ら
れ
る
。

新
憲
法
下
初
の
総
選
挙
―
―
第
二
三
回
（
一
九
四
七
年
四
月
）

　

議
席
を
得
た
三
九
名
の
女
性
議
員
た
ち
は
、
新
憲
法
の
制
定
に
伴
う

解
散
に
よ
り
、
わ
ず
か
一
年
で
再
び
選
挙
に
臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。
大

選
挙
区
連
記
制
は
わ
ず
か
一
回
で
廃
さ
れ
、
戦
前
と
同
じ
中
選
挙
区
単

記
制
に
復
し
た
が
、
任
期
が
短
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
五
名
が
再
選

を
望
ん
で
出
馬
し
た
。

　

こ
の
選
挙
は
彼
女
た
ち
を
含
め
て
、
全
候
補
者
一
五
九
〇
名
の
う
ち

八
五
名
（
5
．34
％
）
が
女
性
で
あ
っ
た
。
候
補
者
が
全
体
で
四
割
強

減
少
し
た
の
に
対
し
女
性
候
補
者
は
微
増
と
な
っ
た
が
、
当
選
者
四
六

六
名
の
う
ち
、
女
性
は
一
五
名
（
3
．21
％
）
に
留
ま
っ
た
。
大
半
を

再
選
者
が
占
め
た
が
、
彼
女
た
ち
の
当
選
率
も
34
．29
％
と
前
回
よ
り

（以下、「衆議院議員候補者資格確認調査表」に名前がある者）

選挙区 氏名 出身地 年齢 職業 学歴 所属政党 当落 順位 23 回 24 回 戦前の活動 配偶者

勝呂テル ― ― ― ― 消費組合

高良とみ 富山 教授 女子専門学校、米国留学 民→緑風会 ― ― 参〇 参〇 大学教授

手島すま ― ― ―

高谷とめ 47 歯科医 無 ― ― × ―

池上清子 ― ― ― ―

小橋ヒサ子 舞踏師匠 ― ― ― ―

有賀ハルヨ 会社員 ― ― ― ―

山村三喜子 岡山 米軍通訳 高等女学校、渡米 ― ― ― ―

凡例�：所属政党は以下のとおり略記した。日本自由党：自、日本進歩党：進、日本社会党：社、日本協同
党：協、日本共産党：共、新政会：新、無所属クラブ：ク
当落（23 回、24 回を含む）は、〇：当選、×：落選、―：出馬せず。参、県、市はそれぞれ参議院、県
会議員、市会議員選挙を示す。
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低
く
な
っ
た
。

　

以
上
が
こ
の
二
回
の
選
挙
の
概
要
で
あ
る
。
続
く
第
二
四
回
総
選

挙
（
一
九
四
九
年
一
月
）
で
は
女
性
候
補
は
四
四
名
と
激
減
し
、
当

選
者
も
一
二
名
に
留
ま
っ
た
。
第
二
三
回
総
選
挙
の
厳
し
い
結
果
が
、

そ
の
後
の
低
迷
を
招
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

二　

誰
が
な
ぜ
当
選
し
た
の
か
、
な
ぜ
落

選
し
た
の
か

　

以
下
、
本
章
で
第
二
二
回
総
選
挙
、
次
章
で
第
二
三
回
総
選
挙
を

取
り
上
げ
、
女
性
候
補
者
た
ち
が
何
を
目
指
し
、
な
ぜ
当
選
し
、
な

ぜ
落
選
し
た
の
か
を
見
て
い
く
。

彼
女
た
ち
は
な
ぜ
出
馬
し
た
の
か

　

彼
女
た
ち
は
何
を
目
的
に
出
馬
を
決
心
し
、
実
行
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
一
九
四
五
年
一
一
月
二
七
日
に
政
府
が
帝
国
議
会
に
女
性
へ
の

参
政
権
付
与
を
含
む
衆
議
院
議
員
選
挙
法
の
改
正
案
を
提
出
す
る
と
、

翌
月
三
日
、
最
初
の
女
性
候
補
者
、
福
地
文
乃
（
東
京
二
）
が
名
乗

り
を
挙
げ
た
。
日
本
女
子
大
学
女
工
保
全
科
で
学
び
、
東
京
都
社
会

（以下、「衆議院議員候補者資格確認調査表」に名前がある者）

選挙区 氏名 出身地 年齢 職業 学歴 所属政党 当落 順位 23 回 24 回 戦前の活動 配偶者

勝呂テル ― ― ― ― 消費組合

高良とみ 富山 教授 女子専門学校、米国留学 民→緑風会 ― ― 参〇 参〇 大学教授

手島すま ― ― ―

高谷とめ 47 歯科医 無 ― ― × ―

池上清子 ― ― ― ―

小橋ヒサ子 舞踏師匠 ― ― ― ―

有賀ハルヨ 会社員 ― ― ― ―

山村三喜子 岡山 米軍通訳 高等女学校、渡米 ― ― ― ―

出典�：伊藤康子『草の根の婦人参政権運動史』第 8 表をもとに、衆議院・参議院編『議会制度百年史』
衆議院議員名鑑（大蔵省印刷局、1990 年）、「国会議員」（『学苑』13 巻 3 号、1951 年）、「衆議院議
員候補者資格確認調査表」（国立公文書館蔵「諸雑公文書」所収）を用いて加筆修正を行った。な
お、先行研究に挙げられている清水美里（岐阜）は、調査の結果、男性であったので一覧から削除
した。
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局
に
勤
務
す
る
な
ど
、
社
会
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
の
出
馬
で
あ
っ
た（

（1
（

。
実
業
家
で
あ
る
夫
も
栃
木
県
か
ら
出
馬
を
決
め
て
お
り
、

夫
婦
候
補
の
登
場
と
耳
目
を
惹
い
た
。
出
だ
し
は
順
調
と
思
わ
れ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
同
月
一
五
日
に
改
正
法
が
可
決
さ
れ
て
も
、
男
性
候
補
者
が
乱
立
す
る
一
方
で
女
性
の
立
候
補
の
声
は
聞
か

れ
な
か
っ
た
。
わ
ず
か
に
加
藤
シ
ヅ
エ
や
木
内
キ
ヤ
ウ
と
い
っ
た
戦
前
か
ら
の
運
動
家
が
立
つ
噂
が
流
れ
る
に
と
ど
ま
り
、「
女
性

ら
し
い
尻
込
み
気
分
」
と
報
じ
ら
れ
た（

（1
（

。
戦
後
す
ぐ
の
混
乱
で
情
報
は
行
き
渡
ら
ず
、
食
糧
確
保
に
忙
し
く
、
立
候
補
ま
で
手
が
回

ら
な
い
の
が
実
際
で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

状
況
が
変
わ
っ
て
き
た
の
は
年
が
明
け
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
一
月
四
日
に
、
公
職
に
就
く
も
の
に
は
資
格
審
査
を
行
う

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
戦
前
か
ら
の
政
治
家
が
追
放
さ
れ
、
ほ
ぼ
新
人
同
士
の
選
挙
戦
と
な
る
こ
と
が
明
確
と
な
る（

（1
（

。
こ
れ
に
伴
い
、

同
月
二
二
日
と
さ
れ
て
い
た
投
票
日
は
三
月
三
一
日
に
延
期
さ
れ
、
時
間
の
余
裕
が
生
ま
れ
た
。
資
格
審
査
に
必
要
な
書
類
は
日
英

そ
れ
ぞ
れ
一
六
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
が（

（1
（

、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
女
性
候
補
者
が
名
乗
り
を
挙
げ
る
。
二
月
中
旬
に
は
男
性

候
補
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
名
に
対
し
三
九
名
、
三
月
に
入
り
七
〇
名
、
選
挙
期
日
の
再
延
期
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
二
七
七
〇
名
中
七

九
名
に
達
し
た
。
全
体
の
2
．8
％
で
は
あ
る
が
、
危
ぶ
ま
れ
た
婦
人
の
政
治
意
識
は
向
上
し
た
と
評
さ
れ
た（

（1
（

。

　

注
目
さ
れ
た
の
は
、
戦
前
か
ら
の
著
名
な
運
動
家
の
立
候
補
が
少
な
く
、
新
人
が
大
半
を
占
め
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
地
道
に
地
方

で
活
動
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
や
新
鮮
味
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
実
力
が
未
知
数
で
あ
る
こ
と
へ
の
不
安
も
さ
さ
や
か

れ
た（

（1
（

。
著
名
な
運
動
家
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
出
馬
を
促
す
接
触
が
し
ば
し
ば
さ
れ
て
い
た
が（

（1
（

、
多
く
は
後
方
支
援
や
政
治
教
育
に
回
る

と
述
べ
て
出
馬
し
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
保
守
系
の
女
性
に
は
、
資
格
審
査
で
不
合
格
と
さ
れ
る
不
安
や
、
選
挙
戦
で
戦
前
戦
中
の

活
動
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

女
性
候
補
者
が
出
馬
し
た
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
与
え
ら
れ
た
参
政
権
を
行
使
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女

性
を
啓
蒙
し
、
元
気
づ
け
る
こ
と
が
異
口
同
音
に
示
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
宗
教
家
の
候
補
は
、
戦
争
の
惨
禍
に
よ
っ
て
贖
わ
れ
た
最
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大
の
も
の
は
婦
人
参
政
権
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
行
使
の
意
義
を
強
調
し
た（

（2
（

。
戦
争
の
終
結
に
よ
り
本
当
の
人
間
に
な
っ
た
と
の
感

動
か
ら
出
馬
し
た
者
も
あ
っ
た（

（2
（

。
戦
前
か
ら
活
動
し
て
い
た
東
北
地
方
の
あ
る
候
補
は
、
女
性
が
参
政
権
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
が

戦
争
の
惨
禍
を
生
ん
だ
と
し
て
、
新
日
本
建
設
へ
の
女
性
の
参
加
を
求
め
た（

（2
（

。
県
内
か
ら
一
人
も
女
性
候
補
が
出
な
い
の
は
恥
だ
と

感
じ
て
出
馬
を
決
め
た
と
い
う
候
補
も
多
く
み
ら
れ
る（

（2
（

。

　

そ
う
し
た
思
い
の
背
景
に
は
、
自
己
実
現
へ
の
希
求
が
あ
っ
た
。
福
岡
か
ら
出
馬
し
た
教
育
者
の
候
補
は
、
高
齢
に
な
っ
た
父
が

今
回
は
女
性
に
投
票
し
よ
う
と
話
し
た
こ
と
か
ら
、
出
馬
す
れ
ば
自
分
の
人
生
を
変
え
、
社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た

と
い
う（

（2
（

。
資
金
や
組
織
を
持
た
な
い
個
人
で
も
政
治
に
立
て
る
、
そ
う
す
れ
ば
女
性
の
自
立
を
強
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思

い
も
、
彼
女
た
ち
を
踏
み
切
ら
せ
た（

（2
（

。
よ
り
現
実
的
に
、
新
人
ば
か
り
の
な
か
な
ら
当
選
で
き
る
と
踏
ん
だ
り（

（2
（

、
代
議
士
に
な
れ
ば

経
済
的
に
自
立
し
て
離
婚
で
き
る
と
考
え
た
者
も
あ
っ
た（

（2
（

。
被
選
挙
権
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
誤
魔
化
し
て
立
候
補
し
、
投

票
日
直
前
に
発
覚
し
て
辞
退
し
た
者
も
あ
っ
た（

（2
（

。

　

従
来
か
ら
の
運
動
家
で
出
馬
し
た
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
陳
情
す
る
し
か
な
か
っ
た
政
策
を
い
よ
い
よ
自
分
の
手
で
実
現
で
き
る
と

い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
廃
娼
運
動
で
知
ら
れ
る
久
布
白
落
実
（
東
京
二
）
は
、
戦
争
協
力
の
過
去
に
よ
る
苦
戦
を
見
越
し
な
が
ら
も

自
ら
の
手
で
売
春
禁
止
を
実
現
し
た
い
と
踏
み
切
っ
た（

（2
（

。
同
じ
く
東
京
二
区
か
ら
立
候
補
し
た
松
谷
天
光
光
も
、
飢
餓
防
止
に
向
け

て
活
動
す
る
中
で
、
首
相
に
面
会
し
た
こ
と
で
事
態
を
打
開
で
き
た
経
験
か
ら
出
馬
に
至
っ
た（

（3
（

。
政
治
的
有
効
性
感
覚
の
意
義
が
確

認
で
き
る
事
例
だ
ろ
う
。

　

彼
女
た
ち
従
来
か
ら
女
性
運
動
に
従
事
し
て
き
た
候
補
者
に
と
っ
て
は
、
ど
の
党
に
所
属
す
る
か
が
大
き
な
悩
み
で
あ
っ
た
。
ま

ず
、
政
策
上
、
戦
略
上
、
ど
の
党
を
選
ぶ
べ
き
か
、
も
し
く
は
無
所
属
で
出
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
日
本
社
会
党
（
以

下
、
社
会
党
）
は
党
内
対
立
が
激
し
く
、
建
設
的
な
政
策
提
案
よ
り
も
政
府
と
の
対
立
に
注
力
し
て
お
り
、
穏
健
な
政
治
や
食
糧
問

題
の
早
期
解
決
を
望
む
主
婦
層
の
支
持
を
失
い
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
懸
念
か
ら
、
彼
女
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
い
た
市
川
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房
枝
は
様
子
見
を
勧
め
た（

（3
（

。
一
方
、
保
守
政
党
に
入
れ
ば
変
節
し
た
と
し
て
批
判
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
戦
後
政
界
の
混
乱
に
加
え
、

多
く
が
新
人
で
あ
っ
た
た
め
、
男
女
問
わ
ず
戸
惑
い
が
あ
り（

（3
（

、
三
割
ほ
ど
が
無
所
属
を
選
択
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
望
ん
だ
と
し
て
も
党
が
公
認
を
出
す
か
と
い
う
問
題
が
あ
る（

（3
（

。
他
方
、
外
地
か
ら
戻
ら
ず
不
在
で
あ
っ
た
り
、
公
職
追

放
に
遭
っ
た
夫
や
兄
弟
の
代
わ
り
に
出
馬
し
た
い
わ
ゆ
る
身
代
わ
り
候
補
の
場
合
、
保
守
政
党
や
後
援
会
が
出
馬
を
依
頼
し
た
た
め

そ
う
し
た
問
題
は
生
じ
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
公
認
が
得
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
公
職
追
放
に
あ
っ
た
男
性
議
員
の
地
盤
継
承
を
希
望
し
た
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
は
公
認
を
得
ら
れ
て
い
な
い（

（3
（

。

　

革
新
政
党
の
場
合
、
入
党
や
公
認
を
希
望
し
て
も
断
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
候
補
は
大
地
主
の
出
身
や
戦
時

協
力
を
し
た
も
の
で
あ
り（

（3
（

、
革
新
政
党
は
そ
の
思
想
信
条
に
も
と
づ
い
て
公
認
を
判
断
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

前
年
一
一
月
に
治
安
警
察
法
が
廃
止
さ
れ
て
女
性
の
政
党
活
動
が
解
禁
さ
れ
る
と
、
各
党
は
女
性
有
権
者
の
組
織
化
を
進
め
、
相

次
い
で
婦
人
部
を
組
織
し
た
。
そ
こ
で
は
数
少
な
い
有
力
候
補
の
奪
い
合
い
が
展
開
さ
れ
、
日
本
自
由
党
（
以
下
、
自
由
党
）
の
鳩

山
一
郎
は
薫
夫
人
と
と
も
に
運
動
家
に
出
馬
を
勧
奨
し（

（3
（

、
日
本
進
歩
党
（
以
下
、
進
歩
党
）
は
吉
岡
弥
生
を
総
務
に
迎
え
た
ほ
か
、

資
金
も
食
料
も
提
供
す
る
と
し
て
有
力
候
補
を
積
極
的
に
勧
誘
し
た（

（3
（

。

　

一
方
で
無
名
の
新
人
候
補
か
ら
は
党
の
公
認
が
得
ら
れ
な
い
と
の
嘆
き
が
聞
か
れ
た
。
政
治
資
金
が
限
ら
れ
る
な
か
で
公
認
料
の

負
担
は
大
き
く
、
当
落
の
わ
か
ら
な
い
新
人
候
補
は
当
選
し
た
ら
党
に
迎
え
入
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
の
が
党
側
の
本
音
で
あ
っ
た（

（3
（

。

選
挙
戦
で
何
を
訴
え
た
の
か

　

で
は
、
そ
う
し
て
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
彼
女
た
ち
は
有
権
者
に
何
を
訴
え
た
の
か
。
指
針
を
示
し
た
の
は
新
日
本
婦
人
同
盟
で
あ
る
。

政
治
教
育
に
力
点
を
置
く
と
し
て
立
候
補
を
見
送
っ
た
市
川
に
率
い
ら
れ
た
同
会
は
、
年
明
け
早
々
に
発
行
し
た
会
報
で
総
選
挙
と

婦
人
参
政
権
を
行
使
す
る
意
義
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
政
党
選
択
と
候
補
者
選
択
の
基
準
を
示
し
た（

（4
（

。
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政
党
に
関
し
て
は
、
現
行
制
度
が
も
た
ら
す
封
建
制
の
打
破
、
男
女
不
平
等
の
是
正
に
よ
る
民
主
政
治
の
確
立
、
生
活
安
定
の
た

め
の
政
策
を
掲
げ
る
も
の
を
選
び
、
戦
犯
や
戦
時
利
得
者
、
旧
軍
閥
や
貴
族
、
官
僚
な
ど
か
ら
党
費
の
寄
付
を
受
け
た
り
情
実
関
係

に
あ
る
も
の
は
選
ば
な
い
よ
う
訴
え
た
。

　

続
い
て
候
補
者
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
加
え
、
政
治
倫
理
を
守
り
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
新
人
を
選
ぶ
よ
う
求
め
た
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
女
性
候
補
者
へ
の
投
票
を
求
め
つ
つ
、
そ
こ
に
「
人
格
能
力
の
す
ぐ
れ
た
」
と
い
う
条
件
を
付
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

単
に
女
性
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
女
性
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
が
初
の
女
性
候
補
者
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

候
補
者
た
ち
の
主
張
に
目
を
移
し
て
い
く
と
、
や
は
り
い
ず
れ
も
食
糧
確
保
を
強
調
し
て
い
る
。
多
く
の
有
権
者
は
「
婦
人
の
一

票
よ
り
芋
一
俵
」「
参
政
権
よ
り
配
給
券
」
と
権
利
よ
り
食
糧
を
求
め
て
い
た（

（4
（

。
彼
女
た
ち
が
選
挙
の
意
味
を
実
感
す
る
た
め
に
は

食
糧
政
策
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

　

新
日
本
婦
人
同
盟
で
は
運
動
家
た
ち
が
高
尚
な
議
論
を
交
し
て
い
た
が
、
候
補
者
た
ち
は
路
上
で
国
民
と
直
に
接
し
、
配
給
で
は

足
り
ず
闇
市
に
分
け
入
る
人
々
を
前
に
訴
え
て
い
た
。
と
り
わ
け
都
市
部
の
有
権
者
の
最
も
強
い
希
望
は
、
家
族
を
飢
え
さ
せ
な
い

こ
と
だ
っ
た
。
東
京
二
区
で
人
気
を
博
し
た
松
谷
が
「
飢
餓
防
衛
同
盟
」
の
委
員
長
と
し
て
周
囲
か
ら
候
補
に
推
さ
れ
た
こ
と
は
そ

う
し
た
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る（

（4
（

。

　

同
様
に
、
戦
前
か
ら
の
運
動
家
た
ち
が
男
女
同
権
（
保
守
系
候
補
の
場
合
は
男
女
の
協
力
）、
婦
人
の
自
立
、
台
所
の
改
善
、
売
春

禁
止
な
ど
抽
象
的
な
理
念
や
理
想
を
訴
え
た
の
に
対
し
て
、
新
し
い
候
補
者
は
生
活
改
善
や
労
働
改
善
、
母
子
保
護
、
女
性
一
人
に

畳
三
畳
、
女
性
の
労
働
時
間
は
六
時
間
以
内
、
有
害
危
険
労
働
は
禁
止
と
具
体
的
な
対
策
を
唱
え
た（

（4
（

。
そ
の
当
否
は
別
と
し
て
、
自

分
た
ち
が
ま
さ
に
今
直
面
し
て
い
る
苦
し
さ
を
代
弁
し
て
く
れ
る
訴
え
に
、
人
々
は
足
を
止
め
て
耳
を
傾
け
た
。
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何
が
当
落
を
分
け
た
の
か

　

四
月
一
〇
日
（
水
）、
婦
人
参
政
権
が
は
じ
め
て
行
使
さ
れ
る
第
二
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日
が
や
っ
て
き
た
。
政
府

は
と
く
に
大
安
を
選
び
、
平
日
で
あ
る
が
本
人
と
家
族
が
投
票
に
行
け
る
よ
う
に
官
庁
と
学
校
は
休
日
、
銀
行
、
企
業
、
工
場
に
も

有
給
と
す
る
よ
う
求
め
、
学
校
で
は
児
童
、
生
徒
、
学
生
を
通
じ
て
棄
権
防
止
を
徹
底
す
る
こ
と
が
内
務
省
か
ら
通
達
さ
れ
た（

（4
（

。
選

挙
前
に
は
女
性
の
大
量
棄
権
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
各
所
で
官
民
に
よ
る
啓
蒙
活
動
、
棄
権
防
止
の
啓
発
が
行
わ
れ
た（

（4
（

。
総
選
挙
前

日
に
は
幣
原
喜
重
郎
首
相
が
ラ
ジ
オ
放
送
で
演
説
し
、「
有
権
者
は
男
子
も
女
子
も
奮
っ
て
投
票
所
に
赴
き
、
自
由
な
る
意
思
を
以

て
選
挙
に
加
わ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
天
皇
の
こ
と
ば
を
伝
え
て
投
票
を
促
し
た（

（4
（

。

　

そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
女
性
の
投
票
率
は
七
割
に
迫
り
、
男
性
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
予
想
外
の
好
成
績
と
捉

え
ら
れ
た
。
女
性
候
補
者
の
登
場
に
好
意
的
で
あ
っ
た
連
合
軍
最
高
司
令
官
の
ダ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
さ
え
当
選
は
五
、
六

名
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
投
票
直
後
に
は
一
〇
名
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ（

（4
（

、
実
際
に
は
半
数
近
い
三
九
名
が
議
席
を

得
た
。
全
五
三
選
挙
区
の
う
ち
八
選
挙
区
で
は
女
性
が
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。
棄
権
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
保
守
が
堅
調
で

あ
っ
た
こ
と
、
女
性
候
補
者
が
多
数
当
選
し
た
こ
と
が
こ
の
選
挙
を
特
徴
づ
け
た（

（4
（

。

　

投
票
に
向
か
っ
た
女
性
た
ち
は
、
こ
の
日
を
晴
れ
の
日
の
よ
う
に
感
じ
、
家
族
で
晴
れ
着
に
着
替
え
て
投
票
所
に
出
か
け
た
と
い

う
（
（4
（

。
敗
戦
に
よ
り
虚
脱
し
た
状
況
の
な
か
で
勇
気
を
奮
っ
て
立
っ
た
女
性
候
補
者
は
、
女
性
有
権
者
に
政
治
が
自
身
の
問
題
で
あ
る

と
い
う
自
覚
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た（

（5
（

。

　

事
実
、
女
性
候
補
者
の
演
説
会
に
は
床
が
抜
け
る
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ
た
。
聴
衆
の
前
に
現
れ
た
の
は
、
対
立
よ
り
協
調
を
唱
え
、

家
庭
や
婦
人
の
声
を
政
治
に
届
け
る
と
訴
え
る
近
代
的
な
候
補
者
で
あ
っ
た（

（5
（

。
男
女
同
権
、
家
事
の
効
率
化
な
ど
「
台
所
と
政
治
」

の
連
続
性
を
明
快
に
説
く
候
補
た
ち
に
、
聴
衆
は
私
た
ち
の
代
弁
者
が
現
れ
た
と
熱
い
視
線
を
送
っ
た（

（5
（

。
投
票
日
に
は
、
こ
れ
で
女

性
も
一
人
前
に
な
れ
る
と
自
覚
を
も
っ
て
投
票
用
紙
に
そ
の
名
を
記
し
た
と
い
う（

（5
（

。
女
性
候
補
者
は
、
新
し
い
時
代
の
象
徴
と
し
て
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有
権
者
、
と
り
わ
け
女
性
有
権
者
に
迎
え
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
投
票
行
動
は
「
女
性
は
女
性
へ
」
と
称
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
こ
で
は
新
し
い
時
代
の
象
徴
と
し
て
、
古
い
考
え
の
候
補

で
は
な
く
、
進
歩
的
で
理
性
的
な
候
補
が
歓
迎
さ
れ
た（

（5
（

。
そ
れ
は
基
本
的
人
権
を
理
解
し
て
男
女
平
等
を
主
張
す
る
こ
と
は
求
め
つ

つ
、
天
皇
制
な
ど
社
会
秩
序
一
般
に
対
し
て
は
穏
健
な
姿
勢
を
是
と
す
る
込
み
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（5
（

。

　

広
大
な
大
選
挙
区
で
あ
る
。
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
情
報
網
も
途
絶
し
て
い
る
。
選
挙
公
報
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
除
け
ば
、
選
挙
戦

は
地
道
に
演
説
を
し
て
回
り
、
ハ
ガ
キ
を
送
り
、
口
コ
ミ
で
広
め
る
し
か
な
い
。
そ
う
す
る
と
支
援
し
て
く
れ
る
組
織
の
有
無
が
当

落
を
分
け
る
。

　

婦
人
組
織
の
存
在
は
大
き
い
。
な
か
で
も
戦
前
に
婦
選
獲
得
同
盟
支
部
の
あ
っ
た
地
域
か
ら
出
た
候
補
は
愛
媛
県
以
外
す
べ
て
、

戦
後
に
新
日
本
婦
人
同
盟
支
部
が
で
き
た
地
域
で
は
島
根
県
以
外
す
べ
て
で
女
性
候
補
が
当
選
し
て
い
る（

（5
（

。
彼
女
た
ち
は
党
派
的
に

は
比
較
的
中
立
の
立
場
を
維
持
し
な
が
ら
、
自
ら
立
会
演
説
会
を
主
催
し
た
ほ
か
、
町
内
会
や
隣
組
に
積
極
的
に
座
談
会
の
実
施
を

働
き
か
け
、
女
性
候
補
者
の
声
を
有
権
者
に
届
け
る
こ
と
に
尽
力
し
た（

（5
（

。

　

こ
れ
に
比
し
て
婦
人
団
体
以
外
の
動
き
は
概
し
て
冷
た
い
。
直
接
に
町
内
会
に
支
援
を
依
頼
し
た
候
補
は
軒
並
み
協
力
を
得
ら
れ

な
か
っ
た（

（5
（

。
女
性
候
補
者
に
は
医
師
や
教
師
が
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
医
師
会
も
教
員
組
合
も
彼
女
た
ち
へ
の
支
援

を
断
っ
て
い
る（

（5
（

。
福
島
県
か
ら
立
候
補
し
た
あ
る
女
性
医
師
は
、
事
前
に
相
談
が
な
か
っ
た
こ
と
を
県
医
師
会
か
ら
責
め
ら
れ
、
立

候
補
辞
退
に
追
い
込
ま
れ
た（

（6
（

。
仏
教
会
も
同
様
に
女
性
の
立
候
補
に
批
判
的
で
あ
っ
た
と
い
う（

（6
（

。
山
形
県
で
は
婦
人
会
さ
え
も
二
人

の
女
性
候
補
者
を
組
織
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る（

（6
（

。

　

戦
後
す
ぐ
の
民
主
化
選
挙
で
あ
り
、
こ
う
し
た
団
体
が
中
立
維
持
に
傾
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
岡
山
県
の
教
員
組

合
の
よ
う
に
女
性
候
補
者
の
支
持
は
断
る
一
方
で
男
性
候
補
者
を
支
持
し
た
団
体
も
あ
り
、
既
存
の
組
織
は
女
性
候
補
者
を
支
持
す

る
こ
と
に
後
ろ
向
き
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
女
性
候
補
者
が
嘆
い
た
よ
う
に
、
男
性
に
は
学
校
や
会
社
、
業
界
な
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ど
既
存
の
団
体
や
組
織
が
あ
っ
て
支
援
し
て
く
れ
る
一
方
、
女
性
に
は
そ
う
し
た
団
体
が
少
な
く（

（6
（

、
看
護
婦
会
や
産
婆
会
な
ど
が
支

援
す
る
に
留
ま
っ
た（

（6
（

。
学
生
時
代
の
同
窓
生
の
支
援
が
少
な
い
の
は
、
立
候
補
し
た
場
所
が
地
元
で
は
な
く
、
嫁
ぎ
先
が
多
か
っ
た

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う（

（6
（

。
そ
の
点
も
女
性
候
補
者
に
は
不
利
で
あ
っ
た
。

　

政
党
は
ど
う
か
。
保
守
政
党
か
ら
出
馬
し
た
女
性
候
補
者
の
う
ち
、
夫
や
兄
の
地
盤
を
預
か
っ
た
身
代
わ
り
候
補
は
、
戦
前
か
ら

の
後
援
会
組
織
が
運
営
す
る
旧
態
然
と
し
た
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
所
属
政
党
に
迷
い
、
無
所
属
で
出
た
場
合
に
お
い
て
す
ら
、
そ

う
し
た
組
織
に
頼
っ
た
選
挙
戦
で
あ
っ
た（

（6
（

。
他
方
、
保
守
政
党
で
も
女
性
だ
け
で
の
選
挙
戦
を
目
論
ん
だ
候
補
者
は
、
手
伝
い
に
来

て
く
れ
る
女
性
た
ち
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
働
け
な
い
こ
と
で
苦
労
し（

（6
（

、
家
族
や
そ
の
友
人
の
助
け
を
借
り
て
戦
っ
た（

（6
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、
豊
富
な
戦
力
で
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
た
の
が
社
会
党
候
補
者
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
も
と
に
は
戦
前
か
ら
相

談
に
乗
っ
た
り
世
話
を
し
て
き
た
人
々
が
自
発
的
に
集
ま
り
、
選
挙
運
動
を
担
っ
た（

（6
（

。
こ
れ
に
加
え
、
戦
後
に
組
織
し
た
婦
人
団
体

ご
と
社
会
党
に
参
加
し
て
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る（

（7
（

。
共
産
党
の
候
補
者
は
い
ず
れ
も
戦
前
か
ら
の
活
動
家
で
あ
り
、

そ
の
名
声
を
看
板
に
立
て
、
党
支
部
主
導
で
組
織
的
な
選
挙
戦
を
展
開
し
た（

（7
（

。
保
守
系
の
候
補
者
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
共
産
党
は
そ
の
組
織
力
と
明
快
な
主
張
の
た
め
に
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
ず
、
嫌
わ
れ
て
さ
え
い
た
。
共
産
党
の
女
性

候
補
者
が
い
た
愛
媛
県
で
大
洲
高
等
女
学
校
で
同
年
の
卒
業
生
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
知
っ
て
い
る
党
と
し
て
共
産
党

は
第
一
位
（
一
〇
五
人
）
で
社
会
党
の
一
〇
〇
人
、
自
由
党
の
九
八
人
、
進
歩
党
の
八
一
人
を
上
回
り
な
が
ら
、「
好
き
な
党
」
で

は
自
由
党
九
一
人
、
社
会
党
一
九
人
、
進
歩
党
一
三
人
に
対
し
て
、
じ
つ
に
〇
人
で
あ
っ
た（

（7
（

。
高
等
女
学
校
の
生
徒
と
い
う
特
性
を

割
り
引
い
て
も
、
共
産
党
が
好
感
を
持
た
れ
て
い
な
い
こ
と
、
少
な
く
と
も
周
囲
や
家
族
の
目
を
気
に
し
て
支
持
を
公
言
し
に
く

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る（

（7
（

。

　

共
産
党
も
そ
の
政
策
は
有
権
者
か
ら
共
感
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
天
皇
制
を
打
倒
す
る
と
い
う
明
確
な
方
針
と
、
困
難
に
直
面

し
た
際
に
協
力
よ
り
闘
争
を
主
張
す
る
姿
勢
が
、
一
般
か
ら
の
支
持
を
決
定
的
に
遠
ざ
け
て
い
た（

（7
（

。
愛
媛
県
で
は
社
会
党
が
二
名
当



155

「日本初の女性議員三九名」はどこへ行ったのか

選
、
共
産
党
は
議
席
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
結
果
に
対
し
て
「
安
心
し
ま
し
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

党
の
考
え
を
伝
え
よ
う
と
す
る
熱
心
な
姿
勢
は
、
時
に
説
教
や
授
業
の
よ
う
に
も
映
っ
た
。
想
い
が
強
い
あ
ま
り
抽
象
的
で
わ
か

り
に
く
い
と
批
判
さ
れ（

（7
（

、
候
補
者
の
側
も
一
般
大
衆
は
教
養
が
低
い
と
嘆
く
な
ど（

（7
（

、
想
い
が
空
回
り
を
し
た
感
は
否
め
な
い
。

　

選
挙
制
度
の
観
点
か
ら
も
見
て
み
よ
う
。
政
党
が
女
性
候
補
者
の
擁
立
に
躍
起
に
な
っ
た
一
つ
の
理
由
に
連
記
制
が
あ
る
。
日
本

で
は
、
議
会
政
治
が
導
入
さ
れ
た
最
初
期
の
一
〇
年
の
あ
い
だ
四
六
あ
っ
た
二
人
区
を
例
外
と
す
れ
ば
、
二
〇
年
続
い
た
大
選
挙
区

制
を
含
む
す
べ
て
の
時
期
で
単
記
制
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
有
権
者
も
連
記
制
に
慣
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
前
年
の
衆
議
院
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
大
選
挙
区
制
が
導
入
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
東
京
な
ど
人
口
の
多
い
と
こ
ろ
で
は

三
名
、
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
二
名
連
記
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
に
対
し
て
は
懸
念
す
る
声
が
多
く
、
帝
国
議
会
の
審
議
で

も
制
限
連
記
で
は
二
票
目
以
降
が
個
人
本
位
に
な
る
と
い
う
危
惧
が
示
さ
れ
て
い
た（

（7
（

。

　

こ
れ
と
「
女
性
は
女
性
へ
」
の
流
れ
が
あ
い
ま
っ
て
、
女
性
候
補
の
大
量
得
票
に
結
び
つ
い
た
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
政
党
側
の
戦
略
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
地
で
女
性
候
補
の
擁
立
に
躍
起
と
な
っ
て

い
た
保
守
政
党
は
、
鳩
山
に
竹
内
茂
代
（
東
京
一
、
自
由
党
）、
林
連
に
木
内
キ
ヤ
ウ
（
同
、
進
歩
党
）、
芦
田
均
に
冨
田
ふ
さ
（
京
都
、

進
歩
党
）
と
い
っ
た
具
合
に
、
有
力
な
男
性
候
補
者
と
女
性
候
補
者
を
組
み
合
わ
せ
て
投
票
す
る
よ
う
有
権
者
に
促
す
こ
と
で
、
大

量
当
選
を
狙
っ
た
。
こ
れ
に
は
女
性
票
が
革
新
政
党
に
流
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
狙
い
も
あ
っ
た
。

　

他
方
、
革
新
政
党
で
は
社
会
党
の
山
崎
道
子
（
静
岡
）
が
同
党
の
長
谷
川
保
と
県
東
部
・
西
部
で
地
盤
割
り
を
し
た
り
、
協
同
社

会
民
主
主
義
を
唱
え
た
日
本
民
党
で
石
川
達
三
と
福
地
文
乃
が
共
闘
す
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
。
一
方
で（

（7
（

、
加
藤
シ
ヅ
エ
は
女
性
候

補
者
は
弱
い
か
ら
と
組
ん
で
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
い（

（8
（

、
党
と
し
て
体
系
だ
っ
た
戦
略
は
見
ら
れ
な
い
。

　

候
補
者
た
ち
は
必
死
で
あ
っ
た
が
、
有
権
者
は
よ
り
自
由
で
、
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
。
あ
る
選
挙
立
会
人
は
、
投
票
に
は
野
坂
参
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三
（
共
産
党
）、
鳩
山
一
郎
、
石
田
一
松
（
芸
人
、
日
本
正
論
党
）
な
ど
と
無
軌
道
に
記
し
た
も
の
、
加
藤
シ
ヅ
エ
、
松
谷
天
光
光
、

大
町
米
子
（
共
産
党
）
と
所
属
の
異
な
る
女
性
ば
か
り
を
並
べ
た
も
の
が
目
立
ち
情
け
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
る（

（8
（

。
そ
う
し
た
分
散

投
票
は
行
方
の
見
え
な
い
混
乱
の
現
れ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

有
権
者
は
政
策
も
よ
く
見
て
い
た
。
女
性
候
補
が
掲
げ
る
具
体
的
な
生
活
救
済
策
に
惹
か
れ
て
投
票
し
た
者
は
多
い
と
見
ら
れ
る

一
方（

（8
（

、
共
産
党
の
政
策
に
は
共
鳴
し
つ
つ
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
く
わ
え
て
、
久
布
の
よ

う
に
実
績
を
重
ね
て
き
た
著
名
人
で
資
金
が
十
分
で
あ
っ
て
も
、
廃
娼
一
本
槍
で
他
の
政
策
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
候
補
は
落
選
し

て
い
る（

（8
（

。

　

も
っ
と
も
、
腐
敗
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
女
性
候
補
者
が
三
名
立
ち
な
が
ら
全
員
が
落
選
し
た
山
梨
で
は
、
村
の
婦
人

会
長
を
務
め
た
イ
ン
テ
リ
女
性
の
夫
で
さ
え
、
今
回
は
妻
の
分
と
二
票
あ
る
か
ら
と
金
品
を
求
め
、
隣
県
の
長
野
で
は
こ
れ
ま
で
一

票
二
円
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
〇
円
に
な
る
と
噂
し
た
と
い
う
。
女
性
候
補
者
に
は
選
挙
費
用
を
抑
制
し
た
話
が
多
く
残
っ
て
い
る
が（

（8
（

、

他
方
で
、
当
選
し
た
女
性
候
補
者
は
一
名
を
除
い
て
中
産
階
級
以
上
で
あ
る
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た（

（8
（

。
市
川
ら
は
理
想
選
挙
を
唱
え

た
が（

（8
（

、
選
挙
に
金
が
か
か
る
現
実
は
、
戦
後
に
な
り
、
女
性
候
補
者
が
登
場
し
て
も
容
易
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

評
論
家
の
羽
仁
説
子
は
、
こ
れ
で
は
ま
る
で
人
気
投
票
で
あ
り
、
女
性
当
選
者
は
多
い
も
の
の
民
主
化
の
担
い
手
と
し
て
期
待
で

き
る
人
物
は
ご
く
わ
ず
か
に
留
ま
る
と
断
じ
た
。
こ
の
た
め
、
当
選
し
た
議
員
は
十
分
に
意
見
を
交
わ
し
て
次
に
備
え
る
こ
と
、
有

権
者
は
選
挙
で
終
わ
り
で
は
な
く
議
会
を
注
視
す
る
任
務
を
持
つ
と
自
覚
を
促
し
て
い
る（

（8
（

。
女
性
議
員
に
は
、
新
し
い
時
代
を
象
徴

す
る
変
革
へ
の
期
待
と
、
そ
の
実
力
に
対
す
る
不
安
が
と
も
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
戦
い
と
審
判
の
場
は
議
場
へ
と
移
っ
た
。
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三　

誰
が
な
ぜ
再
選
で
き
た
の
か
、
で
き
な
か
っ
た
の
か

ど
の
よ
う
な
議
員
活
動
を
し
た
の
か
―
―
第
九
〇
議
会
を
中
心
に

　

か
く
し
て
三
九
名
の
女
性
議
員
が
誕
生
し
た
。
当
選
の
弁
で
彼
女
た
ち
が
掲
げ
た
の
は
、
婦
人
の
解
放
、
母
子
保
護
、
反
戦
平
和
、

愛
情
の
あ
る
政
治
、
地
方
と
青
年
の
声
を
国
会
に
と
、
選
挙
戦
中
か
ら
の
公
約
で
あ
っ
た
理
念
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
戦
災
者
と

海
外
同
胞
の
引
揚
（
安
藤
は
つ
（
長
野
））、
婦
人
局
を
作
り
女
性
の
知
的
水
準
向
上
を
目
指
す
（
米
山
文
子
（
山
形
））
と
短
期
長
期

双
方
に
わ
た
る
具
体
策
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
に
役
立
ち
た
い
（
杉
田
馨
子
（
茨
城
））
と
い
っ
た
積
極
的
な
意
思

が
示
さ
れ
た（

（8
（

。

　

四
月
二
五
日
の
朝
、
二
二
名
の
女
性
議
員
が
国
会
議
事
堂
の
控
室
に
集
ま
り
、
議
会
対
策
を
議
論
し
た
。
食
糧
問
題
に
関
す
る
決

議
文
を
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
や
女
性
議
員
用
の
休
憩
室
を
設
け
る
よ
う
求
め
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
っ
た（

（8
（

。
こ
の
会
合
を
母
体
に
し

て
超
党
派
の
婦
人
ク
ラ
ブ
が
組
織
さ
れ
る
。
事
務
所
は
婦
選
会
館
に
置
か
れ
た（

（9
（

。

　

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
食
糧
確
保
に
は
議
会
召
集
前
か
ら
動
い
た
。
東
京
で
は
複
数
の
女
性
議
員
が
市
場
に
出
回
る
ミ
ル
ク
を
育
児

中
の
家
庭
に
届
け
る
よ
う
都
庁
に
申
し
入
れ（

（9
（

、
神
奈
川
で
は
議
員
が
秋
田
ま
で
足
を
延
ば
し
て
米
を
融
通
し
て
き
た（

（9
（

。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
も
積
極
的
に
足
を
運
ん
だ
。
彼
女
た
ち
の
面
会
希
望
に
対
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
第
九
一
帝
国
議
会
開
院
式
が
行
わ
れ

た
六
月
二
〇
日
の
夕
方
に
三
九
名
全
員
を
招
き
、
多
数
の
当
選
を
称
賛
し
、
広
い
視
野
を
持
っ
て
臨
む
よ
う
助
言
し
た
。
彼
女
た
ち

は
す
か
さ
ず
食
糧
の
さ
ら
な
る
輸
入
を
求
め
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
受
け
入
れ
さ
せ
た（

（9
（

。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
女
性
に
対
し
て
は
強
く
出
て
こ
な

い
と
気
付
い
た
彼
女
た
ち
は
、
そ
の
後
も
頻
繁
に
通
っ
て
様
々
な
申
し
入
れ
を
重
ね
た
と
い
う（

（9
（

。

　

彼
女
た
ち
の
議
会
演
説
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
六
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
各
派
の
共
同
提
案
に
よ
る
外
地
同
朋
引
揚

促
進
及
び
救
護
に
関
す
る
決
議
案
審
議
で
あ
っ
た
。
米
山
久
子
（
社
会
党
）、
近
藤
鶴
代
（
無
所
属
倶
楽
部
）、
安
藤
は
つ
（
新
光
倶
楽
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部
）、
田
中
た
つ
（
民
主
党
）、
柄
沢
と
志
子
（
共
産
党
）
の
五
名
が
、
三
名
の
男
性
議
員
と
共
に
賛
成
演
説
に
立
っ
た
。
女
性
議
員

と
し
て
初
め
て
演
壇
に
立
っ
た
米
山
は
、
父
、
夫
、
兄
の
帰
り
を
待
つ
女
性
の
気
持
ち
を
語
っ
て
議
場
を
情
感
で
震
わ
せ
た
う
え
で
、

救
済
は
慈
善
事
業
で
は
な
く
国
家
の
法
的
義
務
と
し
て
行
う
よ
う
釘
を
刺
し
、
称
賛
さ
れ
た
。
近
藤
、
安
藤
、
田
中
は
真
面
目
で
綴

方
教
室
の
よ
う
と
評
さ
れ
た
が
、
柄
沢
の
明
瞭
で
落
ち
着
き
払
っ
た
演
説
に
は
し
っ
か
り
と
ヤ
ジ
が
浴
び
せ
ら
れ
た（

（9
（

。

　

彼
女
た
ち
が
力
を
発
揮
し
た
の
は
「
台
所
と
政
治
」
の
具
体
化
で
あ
っ
た
。
生
活
保
護
法
や
労
働
基
準
法
の
特
別
委
員
会
に
は
女

性
議
員
が
多
く
入
り
、
主
婦
や
女
工
ら
現
場
の
声
を
伝
え
る
こ
と
に
力
を
尽
く
し
た（

（9
（

。
建
議
案
も
盛
ん
に
提
出
し
、
一
九
五
六
年
に

実
現
す
る
売
春
防
止
法
へ
の
取
り
組
み
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
地
道
に
進
め
ら
れ
た（

（9
（

。

　

し
か
し
、
積
極
的
な
活
動
と
は
裏
腹
に
、
女
性
議
員
へ
の
評
価
は
低
か
っ
た
。
牛
乳
不
足
を
論
じ
て
も
牧
畜
政
策
を
見
て
い
な
い

こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
政
策
が
枝
葉
末
節
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
あ
る
婦
人
問
題
権
所
長
の
批
判
は
痛
烈
だ
っ
た（

（9
（

。
生
活
保
護

法
特
別
委
員
会
で
売
春
問
題
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
社
会
問
題
と
し
て
提
起
で
き
ず
、
取
締
り
の
み
を
議
論
し
た
こ
と
は
、
売
春
で

生
き
て
い
る
女
性
へ
の
理
解
が
欠
如
し
て
い
る
と
落
胆
さ
せ
た（

（9
（

。
相
次
い
で
提
出
し
た
建
議
案
に
は
特
色
も
あ
っ
た
が
幅
広
い
賛
同

は
得
ら
れ
ず
、
提
出
さ
れ
た
五
〇
本
の
う
ち
成
立
し
た
も
の
は
山
下
春
江
（
福
島
）
に
よ
る
「
家
事
裁
判
所
に
関
す
る
建
議
案
」
一

本
に
留
ま
っ
た（

（10
（

。
女
性
議
員
の
あ
い
だ
で
も
見
解
の
相
違
は
多
く
、
期
待
を
集
め
た
婦
人
ク
ラ
ブ
も
、
政
党
間
対
立
か
ら
社
会
党
議

員
が
脱
し
た
た
め
社
交
団
体
に
留
ま
る
こ
と
と
な
っ
た（

（10
（

。

　

こ
の
国
会
の
最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
憲
法
改
正
で
も
、
彼
女
た
ち
は
際
立
っ
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
封
建
的

家
族
制
度
の
廃
止
や
女
帝
の
是
非
と
い
っ
た
主
張
は
ま
だ
一
般
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
産
児
制
限
や
男
女
の
同
一
労
働
同
一
賃
金

と
い
っ
た
個
別
法
レ
ベ
ル
の
課
題
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
な
ど
、
そ
の
発
言
は
理
想
的
で
は
あ
っ
た
が
現
実
的
で
は
な
か
っ
た（

（10
（

。

　

一
方
で
、
彼
女
た
ち
へ
の
風
当
た
り
は
す
さ
ま
じ
か
っ
た
。
初
登
院
し
た
五
月
一
六
日
に
は
、
一
部
の
女
性
議
員
が
派
手
な
裾
模

様
の
和
服
で
着
飾
っ
た
こ
と
に
、
一
般
国
民
の
苦
し
い
状
況
を
理
解
し
て
い
な
い
と
強
い
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た（

（10
（

。
自
動
車
で
お
供
を
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連
れ
て
く
る
議
員
に
は
、
私
た
ち
の
味
方
で
は
な
い
よ
う
に
映
る
と
違
和
感
が
示
さ
れ
た（

（10
（

。
そ
う
し
た
違
和
感
は
女
性
議
員
の
な
か

に
も
あ
っ
た
。
あ
る
議
員
は
、
企
業
か
ら
の
接
待
や
献
品
が
あ
ま
り
に
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
で
は
庶
民
の
苦
し
み
は
わ
か
ら

な
い
と
嘆
息
し
た
と
い
う（

（10
（

。

　

精
力
的
に
取
り
組
ん
だ
食
糧
問
題
で
も
、
あ
る
地
方
出
身
の
女
性
議
員
の
「
老
人
や
女
は
二
食
で
結
構
」
と
い
う
発
言
が
都
市
の

食
糧
事
情
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
と
批
判
を
浴
び
、
大
量
の
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
神
奈
川
県
労
協
婦
人
代
表
部
か
ら
は

「
今
後
こ
の
よ
う
な
言
行
を
な
せ
ば
わ
れ
わ
れ
夫
人
の
代
表
と
見
做
す
ま
じ
」
と
い
う
激
し
い
抗
議
文
を
突
き
付
け
ら
れ
た（

（10
（

。「
私
た

ち
の
代
表
」
に
は
、「
私
た
ち
」
と
同
じ
姿
と
目
線
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

不
祥
事
も
相
次
い
だ
。
目
立
つ
の
は
立
候
補
時
の
経
歴
詐
称
で
あ
る
。
三
八
名
中
四
名
の
女
性
議
員
が
学
歴
を
実
際
よ
り
も
見
栄

え
よ
く
偽
っ
て
い
た
こ
と
が
発
覚
し
、
起
訴
さ
れ
た（

（10
（

。
い
ず
れ
も
憲
法
発
布
の
際
に
恩
赦
と
な
っ
た
が
、
初
の
女
性
代
議
士
に
経
歴

詐
称
が
相
次
い
だ
こ
と
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
損
ね
た
。
戸
別
訪
問
の
疑
い
で
起
訴
さ
れ
た
者
も
あ
っ
た（

（10
（

。

　

節
操
な
く
党
籍
を
変
え
る
者
も
批
判
さ
れ
た
。
大
阪
で
は
日
本
婦
人
党
か
ら
出
馬
、
当
選
し
た
議
員
が
自
由
党
入
り
し
、
共
産
党

に
入
れ
な
か
っ
た
議
員
が
や
は
り
自
由
党
入
り
を
目
指
し
た
。
後
者
に
関
与
し
た
男
性
議
員
と
の
間
に
は
浮
い
た
噂
も
広
ま
っ
て
い

た
（
（10
（

。
こ
れ
を
受
け
て
新
日
本
婦
人
会
大
阪
支
部
は
両
名
の
即
時
辞
任
を
求
め
る
決
議
を
行
っ
て
い
る（

（11
（

。

　

主
婦
が
外
に
い
て
は
家
庭
が
守
れ
な
い
と
議
会
開
会
前
に
当
選
辞
退
を
表
明
し
な
が
ら
、
直
後
に
翻
意
し
た
も
の
も
あ
っ
た（

（11
（

。
こ

の
議
員
に
は
夫
が
新
聞
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
か
ら
政
治
に
関
心
を
持
ち
、
家
族
の
強
い
反
対
を
振
り
切
っ
て
出
馬
し
た
経
緯
が

あ
っ
た（

（11
（

。
苦
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
女
性
議
員
の
う
ち
独
身
は
四
人
で
、
あ
と
の
三
五
人
は
主
婦
で
あ
る
。
夫
が
協
力
的
な
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
が
、
お
手
伝
い
さ
ん
で
は
間
に
合
わ
ず
、
娘
を
田
舎
に
送
り
出
し
た
議
員
も
あ
っ
た
。
議
員
と
主
婦
の
一
人
二
役
に
は
役

割
ス
ト
レ
ス
の
問
題
も
あ
り
、
想
像
を
絶
す
る
大
変
さ
で
あ
っ
た（

（11
（

。

　

そ
れ
で
も
女
性
議
員
た
ち
は
真
摯
に
働
い
た
。
政
策
へ
の
理
解
が
足
り
な
い
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
、
会
期
中
の
休
み
と
な
っ
た
七
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月
一
日
に
は
議
事
堂
の
二
階
控
室
で
経
済
博
士
で
あ
る
山
崎
勝
市
議
員
を
招
い
て
勉
強
す
る
一
方
で
、
一
階
で
は
農
林
次
官
を
呼
ん

で
食
糧
事
情
の
陳
情
を
行
う
精
力
ぶ
り
を
見
せ
た（

（11
（

。
服
装
の
批
判
に
も
、
打
ち
合
わ
せ
会
を
行
っ
て
対
応
を
協
議
し
た（

（11
（

。

　

し
か
し
、
世
間
の
目
に
着
く
の
は
売
名
行
為
や
女
性
議
員
同
士
の
批
判
合
戦
で
あ
っ
た
。
服
装
か
ら
始
ま
っ
て
言
葉
遣
い
ま
で
が

注
目
を
集
め
た
。
と
り
わ
け
女
性
か
ら
の
激
し
い
批
評
は
女
性
議
員
た
ち
を
委
縮
さ
せ
た（

（11
（

。
男
性
の
モ
ー
ニ
ン
グ
や
燕
尾
服
が
批
判

を
さ
れ
ず
、
女
性
の
盛
装
だ
け
が
批
判
を
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
構
造
の
た
め
と
理
解
さ
れ
た（

（11
（

。
新
聞
記
者
の
座
談
会
で

は
、
女
性
議
員
は
男
性
の
一
年
生
議
員
に
劣
ら
ず
仕
事
を
し
て
お
り
、
注
目
と
期
待
が
大
き
す
ぎ
る
だ
け
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
見
ら
れ
た
が（

（11
（

、
そ
う
し
た
擁
護
論
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。

　

議
会
が
会
期
を
終
え
る
と
、
新
聞
各
紙
は
、
女
性
議
員
の
活
動
は
期
待
外
れ
だ
っ
た
と
総
括
し
た
。
活
動
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の

は
引
揚
促
進
決
議
の
際
の
米
山
久
と
柄
沢
と
志
子
、
労
働
関
係
調
整
法
に
反
対
し
た
戸
叶
里
子
（
栃
木
）、
生
活
保
護
法
委
員
会
で

の
紅
露
み
つ
（
徳
島
）、
勤
労
婦
人
の
立
場
か
ら
建
設
的
な
提
案
を
続
け
た
山
崎
道
子
（
静
岡
）、
女
性
の
生
活
圏
保
護
に
邁
進
し
た

加
藤
シ
ヅ
エ
（
東
京
一
）
く
ら
い
で
あ
り
、
他
の
議
員
は
売
名
、
贈
答
、
ヤ
ジ
に
忙
し
い
か
仕
事
を
し
て
い
な
い
と
手
厳
し
い（

（11
（

。

　

読
売
新
聞
が
東
京
都
で
女
性
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
で
も
、
女
性
議
員
の
活
動
が
希
望
に
沿
っ
た
と
い
う
も
の
は
7
％
に
留
ま
り
、

沿
わ
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
89
％
に
達
し
た
。
さ
ら
に
次
の
選
挙
で
女
性
候
補
者
に
投
票
す
る
か
と
い
う
問
い
に
は
選
ぶ
が
48
％
、

選
ば
な
い
が
46
％
と
拮
抗
し
た（

（12
（

。
評
価
は
明
確
で
あ
っ
た
。
一
日
に
六
〇
通
を
超
え
た
と
い
う
女
性
議
員
を
批
判
す
る
新
聞
社
へ
の

投
書
の
数
も
、
翌
年
の
選
挙
の
こ
ろ
に
は
数
え
る
ほ
ど
減
っ
た
と
い
う（

（12
（

。
批
判
は
無
関
心
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。

再
出
馬
し
な
い
と
い
う
選
択

　

初
の
女
性
議
員
三
九
名
は
、
日
本
国
憲
法
を
制
定
し
た
第
九
〇
議
会
（
臨
時
会
）、
憲
法
公
布
後
に
皇
室
典
範
や
衆
議
院
選
挙
法

な
ど
の
附
属
法
を
審
議
し
た
第
九
一
議
会
（
臨
時
会
）、
旧
憲
法
下
で
最
後
の
通
常
会
と
な
る
第
九
二
議
会
と
三
つ
の
議
会
を
経
験
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し
た
。
一
九
四
七
年
三
月
三
一
日
、
帝
国
議
会
は
最
後
と
な
る
解
散
の
日
を
迎
え
、
女
性
議
員
た
ち
は
そ
の
任
期
を
お
よ
そ
一
年
で

終
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
憲
法
下
で
初
の
議
会
を
担
う
議
員
を
選
ぶ
第
二
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
日
は
四
月
二
五
日
と

定
め
ら
れ
た
。

　

女
性
議
員
三
九
名
の
う
ち
、
再
選
を
目
指
し
て
出
馬
し
た
者
は
三
五
名
に
上
っ
た
。
実
に
九
割
が
議
席
維
持
を
目
指
し
た
こ
と
に

な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
再
選
を
断
念
し
た
議
員
を
見
て
い
こ
う
。

　

竹
内
茂
代
（
東
京
一
、
自
由
党
）
は
、
選
挙
戦
真
っ
只
中
の
四
月
八
日
に
牛
込
の
寺
で
演
説
会
を
開
い
て
い
る
最
中
に
公
職
追
放

を
告
げ
ら
れ
た
。
戦
前
に
大
日
本
婦
人
会
理
事
と
し
て
国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
総
選
挙
を

前
に
現
職
議
員
七
六
名
が
追
放
該
当
と
さ
れ
た
が
、
女
性
は
竹
内
の
み
で
あ
り
、
市
川
房
枝
と
と
も
に
女
性
初
の
追
放
該
当
者
だ
っ

た
。
本
人
は
、
市
川
と
同
様
に
、
自
分
は
追
放
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ（

（12
（

。
越
原
は
る
（
愛
知
）
は
自
ら
が
経
営
す

る
学
園
に
戻
り
、
教
育
を
通
じ
て
戦
後
復
興
に
尽
力
す
る
と
出
馬
を
見
送
っ
た（

（12
（

。

　

野
村
ミ
ス
（
新
潟
、
新
政
会
）
の
よ
う
に
衆
議
院
に
先
立
っ
て
選
挙
が
行
わ
れ
た
参
議
院
に
鞍
替
え
を
図
っ
た
者
も
あ
る
。
解
散

の
あ
る
衆
議
院
で
は
な
く
落
ち
着
い
て
議
論
で
き
る
参
議
院
で
力
を
尽
く
す
と（

（12
（

、
前
年
の
衆
院
選
で
は
出
馬
を
見
送
っ
た
市
川
房
枝

（
公
職
追
放
の
た
め
不
出
馬
）、
奥
む
め
を
、
高
良
と
み
な
ど
著
名
な
女
性
運
動
家
も
参
議
院
全
国
区
か
ら
出
馬
し
た
。
前
回
の
衆
院

選
で
落
選
し
た
候
補
も
同
様
で
あ
り
、
木
内
キ
ヤ
ウ
、
深
川
タ
マ
エ
（
い
ず
れ
も
東
京
）、
小
杉
イ
ネ
（
兵
庫
）
ら
が
議
席
を
得
た
。

　

前
回
落
選
組
で
衆
議
院
総
選
挙
に
再
出
馬
し
た
者
も
一
一
名
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
議
席
を
勝
ち
得
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
前
回
落

選
組
の
そ
の
後
を
追
っ
て
い
く
と
、
地
方
自
治
体
の
幹
部
や
地
方
議
会
議
員
に
進
ん
だ
者
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
沖
津
く
ら
（
神

奈
川
）
は
、
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
地
方
政
治
の
充
実
を
訴
え
て
神
奈
川
県
議
会
初
の
女
性
議
員
と
な
っ
た（

（12
（

。
こ
の
後
、
最
初
の

統
一
地
方
選
挙
で
五
名
の
女
性
町
村
長
が
誕
生
す
る
な
ど
、
女
性
は
地
方
政
治
で
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。
彼
女
た
ち
は
そ
の
嚆
矢

と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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何
が
当
落
を
分
け
た
の
か

　

女
性
候
補
者
の
数
は
横
ば
い
で
あ
っ
た
が
、
乱
立
し
た
前
回
選
挙
に
比
べ
て
全
体
の
候
補
者
数
が
お
よ
そ
四
割
減
っ
た
た
め
、
全

体
に
占
め
る
女
性
候
補
者
の
割
合
は
5
％
を
超
え
た
。
一
方
で
女
性
の
当
選
者
は
一
五
名
に
留
ま
り
、
全
体
の
3
．2
％
と
大
幅
に

縮
小
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
現
職
の
再
選
者
が
こ
の
う
ち
一
二
名
い
た
が
、
再
選
希
望
者
も
三
分
の
二
が
落
選
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

大
幅
な
後
退
の
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
戦
後
二
回
目
に
し
て
早
く
も
選
挙
に
対
す
る

関
心
、
と
り
わ
け
女
性
の
関
心
が
薄
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
知
事
選
や

地
方
議
会
選
挙
も
夫
人
を
中
心
に
棄
権
が
目
立
ち
、
問
題
視
さ
れ
て
い
た（

（12
（

。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
エ
セ
ル
・
ウ
ィ
ー
ド
婦
人
部
長
が
日
本
人
女

性
に
対
し
、
演
説
会
に
赴
き
、
新
聞
を
読
む
よ
う
訴
え
を
続
け
る
な
ど（

（12
（

、
官
民
を
挙
げ
て
投
票
勧
奨
が
行
わ
れ
た
。

　

実
際
に
は
、
平
日
の
冷
え
込
ん
だ
日
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
足
も
悪
く
な
く（

（12
（

、
全
体
の
投
票
率
は
67
．95
％
、
女
性
の
投

票
率
は
61
．60
％
と
、
い
ず
れ
も
前
回
比
5
％
減
ほ
ど
に
留
ま
っ
た
。
女
性
候
補
者
の
落
選
に
女
性
票
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
た

と
い
う
ほ
ど
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
一
般
に
は
、
一
五
名
の
当
選
で
さ
え
思
っ
た
ほ
ど
悪
く
な
い
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。

選
挙
前
に
は
か
な
り
苦
戦
す
る
た
め
一
〇
名
当
選
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
と
見
ら
れ
て
い
た
た
め
だ
。

　

な
ぜ
か
。
ま
ず
、
政
策
面
に
お
い
て
日
本
の
直
面
す
る
課
題
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
前
年
の
総
選
挙

の
際
に
は
食
糧
問
題
が
深
刻
で
あ
り
、
女
性
候
補
者
は
ひ
た
す
ら
に
台
所
の
状
況
改
善
を
訴
え
て
支
持
を
得
た
が
、
そ
れ
は
彼
女
ら

の
努
力
も
あ
っ
て
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
当
座
の
課
題
は
イ
ン
フ
レ
対
策
に
移
っ
て
い
た（

（12
（

。
女
性
議
員
た
ち
が
苦
手
と
し
、
議
会
中

に
も
勉
強
会
を
開
い
て
い
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
分
野
で
訴
求
力
の
あ
る
主
張
を
展
開
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

そ
う
す
る
と
有
権
者
の
側
も
「
女
性
は
女
性
に
」
と
は
い
か
な
く
な
る
。
ウ
ィ
ー
ド
が
い
く
ら
勧
奨
し
て
も
、
新
聞
を
読
み
、
ラ

ジ
オ
を
聴
く
時
間
を
持
て
る
女
性
は
ご
く
一
部
だ
っ
た（

（13
（

。
投
票
す
べ
き
候
補
が
わ
か
ら
な
い
、
判
断
す
る
材
料
や
時
間
が
な
い
、
し

か
し
棄
権
し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
身
近
な
も
の
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
る
。
家
族
、
と
り
わ
け
夫
や
父
の
意
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見
が
強
く
影
響
す
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た（

（13
（

。
彼
女
た
ち
の
判
断
は
昨
年
の
無
我
夢
中
な
状
態
か
ら
堅
実
に
な
る
一
方
で
、
付
和
雷
同

と
な
っ
た（

（13
（

。

　

そ
う
し
た
状
況
と
な
れ
ば
、
戦
前
以
来
の
集
票
マ
シ
ン
が
有
効
に
機
能
し
て
く
る
。
日
常
で
は
大
き
く
変
化
を
遂
げ
て
き
た
女
性

も
、
選
挙
に
な
る
と
「
ま
だ
主
人
か
ら
な
ん
と
も
も
云
わ
れ
な
い
の
で
、
誰
に
入
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
状
況
が
続
い
た（

（13
（

。

無
自
覚
な
姿
勢
は
買
収
の
温
床
と
も
な
り
、
対
応
が
求
め
ら
れ
た（

（13
（

。

　

や
や
時
代
が
戻
っ
た
よ
う
な
こ
の
感
覚
は
女
性
の
社
会
進
出
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
、
妻
が
政
治
家
に
な
る
と
夫
が
家
事
を
引
き

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
気
の
毒
だ
と
攻
撃
さ
れ
て
落
選
の
憂
き
目
を
見
た
候
補
者
も
あ
っ
た（

（13
（

。
そ
う
か
と
思
え
ば
、
代
議
士
の
仕
事

を
す
る
に
は
女
の
殻
を
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
男
に
し
て
も
っ
と
仕
事
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
有
権
者
に
訴
え
た
こ
と
が
悪
評
を

呼
び
、
落
選
に
繫
が
っ
た
と
い
う
候
補
者
も
あ
る（

（13
（

。

　

も
っ
と
も
、
逆
風
の
な
か
で
地
道
な
活
動
を
続
け
た
候
補
者
は
無
事
に
当
選
を
勝
ち
得
て
い
る
。
山
口
シ
ズ
エ
（
東
京
六
、
社
会

党
）
は
、
ビ
ル
を
丸
ご
と
住
み
込
み
可
能
な
工
場
に
改
装
し
て
戦
災
未
亡
人
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
党
の
掲
げ
る
抽
象
的
な
政
策
理

念
を
選
挙
区
で
具
体
的
な
実
践
に
落
と
し
込
ん
だ
ほ
か（

（13
（

、
議
会
報
告
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
て
毎
月
発
行
し
て
活
動
を
伝
え
た（

（13
（

。

近
藤
鶴
代
（
岡
山
二
、
自
由
党
）
は
教
員
で
あ
っ
た
が
、
前
回
選
挙
で
教
員
組
合
か
ら
の
支
援
が
得
ら
れ
な
か
た
こ
と
を
受
け
て
、

教
育
、
女
性
と
い
う
枠
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
選
挙
区
の
有
権
者
の
声
を
広
く
掬
い
上
げ
た（

（13
（

。
前
回
当
選
後
、
自
ら
の
弱
点
を
補
う
べ
く

大
学
の
通
信
教
育
部
に
通
っ
て
政
治
経
済
を
学
び
直
し
た
候
補
者
も
再
選
を
果
た
し
た（

（14
（

。

　

最
大
の
困
難
は
選
挙
制
度
の
変
更
で
あ
っ
た
。
連
記
投
票
制
か
ら
単
記
投
票
制
に
な
っ
た
こ
と
は
連
記
の
効
果
に
助
け
ら
れ
た
女

性
候
補
に
は
不
利
と
見
ら
れ
た
。
前
回
議
会
の
選
挙
法
改
正
審
議
の
際
に
も
、
女
性
議
員
た
ち
は
超
党
派
で
大
選
挙
区
連
記
制
の
維

持
を
主
張
し
た
。
中
選
挙
区
制
へ
の
移
行
や
む
な
し
と
み
る
と
連
記
制
の
維
持
に
争
点
を
絞
っ
て
調
停
案
を
作
成
し
た
が
、
男
女
同

権
を
主
張
す
る
の
な
ら
不
利
と
さ
れ
る
こ
と
を
理
由
に
単
記
制
を
拒
む
べ
き
で
は
な
い
と
の
反
対
意
見
が
女
性
議
員
か
ら
も
あ
り
、
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ま
と
ま
ら
な
か
っ
た（

（14
（

。

　

連
記
制
で
本
当
に
女
性
候
補
者
が
不
利
に
な
っ
た
か
を
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
は
、
現
在
残
る
資
料
か
ら
は
困
難
で
あ
る
。
他
方
、

中
選
挙
区
制
に
な
っ
た
影
響
は
明
確
で
あ
っ
た
。
保
守
合
同
、
左
右
合
同
以
前
の
中
選
挙
区
制
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
党
も
各
選
挙
区

に
多
く
の
公
認
は
出
せ
な
い
。
そ
う
す
る
と
有
利
な
選
挙
区
は
ど
う
し
て
も
男
性
候
補
に
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

　

評
価
が
高
か
っ
た
が
落
選
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
三
名
を
例
に
見
て
い
こ
う（

（14
（

。
表
2
は
第
二
二
回
総
選
挙
の
得
票
を
区
割
り
改
編
後

の
地
域
に
分
け
、
第
二
三
回
の
得
票
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
連
記
制
と
単
記
制
の
違
い
は
あ
る
が
、
女
性
候
補
者
が
ど
の
地
域

を
得
票
源
と
し
て
い
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

柄
沢
と
志
子
（
北
海
道
、
共
産
党
）
は
前
回
票
田
と
な
っ
た
一
区
（
札
幌
）
を
希
望
し
た
が
三
区
（
函
館
）
に
回
さ
れ
落
選
す
る（

（14
（

。

な
お
、
一
区
に
立
っ
た
男
性
候
補
者
も
惨
敗
し
た
。
菅
原
エ
ン
（
岩
手
、
民
主
党
）
は
希
望
し
た
一
区
を
山
本
猛
夫
に
抑
え
ら
れ
た

た
め
二
区
に
回
り
、
党
公
認
二
名
に
加
え
非
公
認
一
名
が
乱
立
し
落
選
し
た（

（14
（

。
和
崎
ハ
ル
（
秋
田
、
民
主
党
）
も
、
前
回
多
く
得
票

し
た
新
二
区
（
仙
北
郡
な
ど
）
で
は
な
く
新
一
区
（
秋
田
市
な
ど
）
で
公
認
さ
れ
、
党
公
認
の
新
人
の
大
量
得
票
も
あ
っ
て
破
れ
た
。

　

同
党
の
前
身
と
な
る
進
歩
党
は
、
戦
前
の
代
表
的
な
女
性
運
動
家
で
あ
る
吉
岡
弥
生
と
木
内
キ
ヤ
ウ
を
総
務
と
し
て
迎
え
た
が
、

木
内
は
あ
ま
り
に
自
分
の
発
言
が
通
ら
な
い
こ
と
に
早
く
か
ら
辟
易
し
て
い
た（

（14
（

。
党
中
央
で
さ
え
そ
う
な
の
だ
か
ら
、
地
方
は
推
し

て
知
る
べ
し
で
あ
っ
た
。
竹
内
歌
子
（
千
葉
、
民
主
党
）
に
い
た
っ
て
は
県
内
で
さ
え
な
く
、
埼
玉
一
区
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

山
口
シ
ヅ
エ
（
社
会
党
）
は
希
望
す
る
東
京
六
区
（
墨
田
、
江
東
な
ど
）
で
は
な
く
五
区
（
豊
島
、
北
、
板
橋
）
か
ら
出
る
よ
う
西

尾
末
広
選
挙
対
策
委
員
長
か
ら
申
し
渡
さ
れ
た
。
前
回
五
区
で
の
得
票
率
は
低
く
な
か
っ
た
が
、
前
回
は
不
在
で
あ
っ
た
社
会
党
系

の
著
名
議
員
・
田
川
大
吉
郎
が
党
の
公
認
を
得
ず
に
出
馬
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
た
め
、
五
区
で
は
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た
。

　

不
満
を
述
べ
て
も
下
意
上
達
と
い
う
党
の
原
則
に
阻
ま
れ
た
た
め
、
強
引
に
六
区
か
ら
出
馬
し
た
と
こ
ろ
除
名
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー

も
は
が
さ
れ
た
と
い
う（

（14
（

。
も
っ
と
も
、
彼
女
は
同
党
公
認
の
男
性
候
補
を
凌
い
で
当
選
を
果
た
し
再
入
党
し
て
い
る
。
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第
22

回
第

23
回

選
挙

区
（

議
席

数
）

得
票

数
得

票
率

新
区

域
得

票
数

得
票

率
選

挙
区

得
票

数
得

票
率

当
落

柄
沢

と
志

子
北

海
道

1
区

（
14）

44,140
2.51%

新
1

区
域

16,494
2.65%

新
1

区
（

5）
4,821

2.14%
×

　（
共

産
党

）
　（

3
名

連
記

）
新

3
区

域
7,507

2.02%
新

3
区

（
3）

6,501
4.86%

×
新

4
区

域
21,27 6

2.77%
新

4
区

（
5）

10,625
3.92%

×
1,134

0.42%
×

菅
原

エ
ン

岩
手

全
県

区
（

8）
55,065

6.81%
新

1
区

域
24,540

5.91%
新

1
区

（
4）

34,041
15.92%

〇
　（

進
歩

党
→

民
主

党
）

　（
2

名
連

記
）

新
2

区
域

30,525
7.74%

新
2

区
（

4）
12,962

6.21%
×

32,12 5
15.38%

〇
16,662

7.98%
×

和
崎

ハ
ル

秋
田

全
県

区
（

8）
100,622

12.45%
新

1
区

域
53,962

9.95%
新

1
区

（
4）

18,463
9.14%

×
　（

無
所

属
→

民
主

党
）

　（
2

名
連

記
）

53,382
26.42%

〇
新

2
区

域
56,160

14.65%
新

2
区

（
4）

30,211
15.32%

〇
26,898

13.64%
〇

山
口

シ
ヅ

エ
東

京
1

区
（

10）
85,149

7.26%
新

1
区

域
18,71 6

5.77%
新

1
区

（
4）

43,464
16.41%

〇
　（

社
会

党
→

無
所

属
）

　（
2

名
連

記
）

32,677
12.34%

〇
新

5
区

域
23,567

7.44%
新

5
区

（
4）

46,496
22.40%

〇
18,268

8.80%
×

新
6

区
域

42,786
8.92%

新
6

区
（

5）
34,754

10.54%
〇

35,471
10.75%

〇
20, 519

6.22%
×

近
藤

鶴
代

岡
山

全
県

区
（

10）
87,086

7.76%
新

1
区

域
34,521

6.58%
新

1
区

（
5）

37,014
13.15%

〇
　（

無
所

属
→

自
由

党
）

　（
2

名
連

記
）

2 6,431
9.39%

〇
22,720

8.07%
×

新
2

区
域

52,565
8.76%

新
2

区
（

5）
31,797

10.54%
〇

58,405
19.37%

〇
1 6,691

5.54%
×

出
典

：
衆

議
院

事
務

局
編

刊
『

衆
議

院
議

員
総

選
挙

一
覧

』
第

22
回

、
第

23
回

を
も

と
に

著
者

作
成

。
凡

例
：

第
23

回
の

網
掛

け
は

当
該

女
性

候
補

の
得

票
を

、
そ

れ
以

外
は

同
じ

党
か

ら
の

他
の

候
補

の
得

票
を

示
す

。

表
2　
第
22、

23
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
区
割
り
と
得
票
状
況
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同
党
の
下
意
上
達
が
女
性
候
補
に
有
利
に
働
い
た
例
も
あ
る
。
山
崎
道
子
（
静
岡
、
社
会
党
）
は
二
区
で
勝
間
田
清
一
と
地
盤
割

り
を
進
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
復
員
し
た
元
議
員
の
夫
が
出
馬
す
る
と
言
い
出
し
た
。
し
か
し
、
夫
の
不
貞
問
題
も
あ
り
、
公
認
を
奪

わ
れ
る
こ
と
な
く
勝
間
田
と
両
名
で
当
選
を
果
た
し
た（

（14
（

。

　

他
方
、
有
利
な
地
盤
を
得
ら
れ
た
の
は
身
代
わ
り
候
補
で
あ
る
。
近
藤
鶴
代
（
岡
山
、
自
由
党
）
は
地
元
で
あ
る
二
区
を
割
り
当

て
ら
れ
、
同
党
の
星
島
二
郎
と
地
盤
割
り
を
行
い
、
揃
っ
て
当
選
し
た（

（14
（

。

　

所
属
政
党
の
問
題
は
前
回
選
挙
で
も
見
ら
れ
た
が
、
議
会
政
治
が
進
展
す
る
な
か
で
無
所
属
を
辞
め
て
入
党
す
る
も
の
が
相
次
い

だ
。
社
会
党
に
入
っ
た
者
へ
は
歓
迎
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
保
守
政
党
に
入
っ
た
も
の
は
権
力
に
阿
っ
た
と
批
判
さ
れ
た（

（14
（

。

自
由
党
入
り
し
た
三
木
喜
代
子
（
大
阪
）、
民
主
党
入
り
し
た
菅
原
エ
ン
（
岩
手
）、
和
崎
ハ
ル
（
秋
田
）
は
い
ず
れ
も
落
選
し
て
い

る
。
京
都
で
は
、
冨
田
ふ
さ
と
木
村
チ
ヨ
が
民
主
党
に
加
わ
っ
た
が
惨
敗
し
、
社
会
党
に
入
っ
た
大
石
ヨ
シ
エ
（
京
都
二
）
が
再
選

を
果
た
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
保
守
と
革
新
の
差
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
選
挙
区
制
度
が
大
選
挙
区
制
か
ら
中
選
挙
区
制
に
復
し
た
こ
と
に
鑑
み

れ
ば
、
党
に
頼
っ
た
選
挙
を
行
っ
て
い
た
か
、
独
自
の
組
織
を
育
成
し
て
選
挙
を
戦
っ
た
か
の
違
い
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。
前
述
し
た
と
お
り
、
彼
女
た
ち
は
自
分
た
ち
が
男
性
に
比
し
て
学
校
や
地
域
、
業
界
と
い
っ
た
支
援
組
織
を
持
っ
て
い
な
い

弱
み
を
痛
感
し
て
い
た
。
革
新
政
党
か
ら
出
馬
し
た
女
性
議
員
た
ち
は
こ
の
こ
と
に
敏
感
で
あ
り
、
党
の
組
織
だ
け
で
な
く
、
自
ら

の
支
援
組
織
を
積
極
的
に
構
築
、
育
成
し
て
い
た
。
前
述
の
大
石
は
そ
の
典
型
例
で
あ
っ
た（

（15
（

。

　

他
方
、
保
守
政
党
の
候
補
者
は
既
存
の
組
織
に
頼
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
中
選
挙
区
制
復
帰
に
あ
た
り
、
彼
女
た

ち
の
命
運
を
分
け
た
。
身
代
わ
り
候
補
が
連
続
当
選
を
果
た
し
て
い
る
の
も
、
親
族
が
育
て
た
後
援
会
組
織
を
継
承
し
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　

戦
後
の
民
主
化
を
象
徴
す
る
よ
う
に
現
れ
た
三
九
名
の
女
性
代
議
士
は
、
そ
の
多
く
が
再
選
を
望
み
な
が
ら
落
選
し
、
淘
汰
さ
れ

て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
国
民
の
期
待
が
大
き
く
、
大
半
の
議
員
が
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
初
の
女
性
議
員

と
し
て
注
目
を
集
め
、
慣
れ
な
い
う
ち
に
常
に
批
判
の
目
に
晒
さ
れ
続
け
、
不
祥
事
も
相
次
い
だ
こ
と
、
既
存
の
政
党
組
織
の
な
か

で
発
言
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
個
人
組
織
を
育
成
す
る
こ
と
に
長
け
て
お
ら
ず
中
選
挙
区
制
の
な
か
で
埋
没
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

議
会
と
選
挙
を
経
て
、
女
性
議
員
は
精
選
さ
れ
て
い
っ
た
。
女
性
の
代
表
で
は
な
く
地
域
代
表
、
国
民
代
表
と
し
て
振
舞
う
よ
う

に
な
り
、
一
九
四
九
年
一
月
の
第
二
四
回
総
選
挙
で
三
選
さ
れ
た
戸
叶
里
子
、
山
口
シ
ヅ
エ
、
松
谷
天
光
光
、
松
尾
ト
シ
、
大
石
ヨ

シ
エ
、
近
藤
鶴
代
は
い
ず
れ
も
政
治
家
と
し
て
定
評
を
得
る
に
至
っ
た（

（15
（

。
山
口
は
実
に
一
三
回
、
戸
叶
は
一
一
回
に
わ
た
っ
て
当
選

を
重
ね
る
。

　

戸
叶
や
山
崎
（
藤
原
）
道
子
、
紅
露
み
つ
ら
は
、
当
初
こ
そ
身
代
わ
り
候
補
と
さ
れ
た
が
、
政
界
復
帰
を
目
指
す
夫
が
落
選
を
続

け
る
こ
と
を
尻
目
に
戸
叶
は
衆
議
院
で
、
山
崎
と
紅
露
は
参
議
院
に
鞍
替
え
し
て
連
続
当
選
を
重
ね
た（

（15
（

。
そ
の
存
在
は
も
は
や
身
代

わ
り
で
は
な
か
っ
た
。
不
幸
に
し
て
落
選
し
た
議
員
で
も
、
柄
沢
と
志
子
の
よ
う
に
原
点
に
返
っ
て
選
挙
区
を
回
り
続
け
再
選
し
た

者
も
多
い（

（15
（

。
女
性
代
議
士
は
戦
後
直
後
の
仇
花
で
は
な
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
恐
れ
、
働
き
盛
り
の
年
齢
で
出
馬
し
に
く
い
環
境
は
、
女
性
議
員
が
増
え
な
い
原
因

と
な
っ
て
い
た（

（15
（

。
山
川
菊
枝
が
女
性
議
員
は
中
産
階
級
以
上
の
人
ば
か
り
と
批
判
し
た
よ
う
に
、
こ
の
状
況
で
は
特
別
な
環
境
に
あ

る
人
物
し
か
出
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
有
権
者
と
の
距
離
に
も
な
っ
て
い
た
。
支
援
す
る
組
織
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
大
き
な
足
か
せ

だ
っ
た
。
か
く
し
て
、
長
く
女
性
議
員
数
の
低
迷
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
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そ
う
し
た
な
か
で
も
、
女
性
の
政
治
参
加
は
着
実
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
精
選
さ
れ
た
議
員
た
ち
か
ら
は
早
く
も
一
九
四
八
年
に

政
務
次
官
が
生
ま
れ
、
一
九
六
〇
年
に
は
初
の
大
臣
が
誕
生
し
た
。
女
性
の
棄
権
率
は
下
げ
止
ま
り
、
一
九
六
九
年
の
第
三
二
回
総

選
挙
で
男
性
を
抜
き
、
二
〇
〇
五
年
の
第
四
四
回
総
選
挙
ま
で
超
え
て
い
た
。
国
政
で
は
伸
び
悩
ん
だ
女
性
議
員
も
地
方
で
は
続
々

と
誕
生
し
た
。
公
民
権
を
得
た
こ
と
か
ら
女
性
が
家
族
の
選
挙
を
本
格
的
に
担
う
よ
う
に
も
な
り（

（15
（

、
女
性
弁
士
へ
の
応
援
依
頼
も
殺

到
し
た（

（15
（

。
初
の
女
性
代
議
士
誕
生
は
、
女
性
の
政
治
参
加
が
困
難
な
構
造
を
切
り
崩
す
端
緒
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）　

三
浦
ま
り
、
衛
藤
幹
子
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ク
ォ
ー
タ
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
四
年
。

（
2
）　

上
條
末
夫
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
女
性
候
補
者
」『
駒
沢
大
学
法
学
部
研
究
紀
要
』
四
八
号
、
一
九
九
〇
年
。

（
3
）　

前
田
健
太
郎
『
女
性
の
い
な
い
民
主
主
義
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
。

（
4
）　Ronald Inglehart. et.al., “Gender Equality and D

em
ocracy”, in IN

GLEH
A

RT
, R.L., 2003. H

um
an V

alues and 
Social Change: Findings from

 the V
alues Surveys.  Leiden;: BRILL.

（
5
）　

大
海
篤
子
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
政
治
参
加
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
。

（
6
）　

伊
藤
康
子
『
草
の
根
の
婦
人
参
政
権
運
動
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
。
上
村
千
賀
子
『
占
領
期
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
』
藤
原
書
店
、
二
〇
二
三
年
。

（
7
）　

橋
本
富
記
子
「
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動
か
ら
戦
後
初
の
女
性
議
員
誕
生
ま
で
」『
人
文
公
共
学
研
究
論
集
』
四
三
号
、
二
〇
二
一
年
。

（
8
）　

杣
正
夫
『
婦
人
の
投
票
行
動
に
つ
い
て
』
婦
選
会
館
編
刊
『
婦
人
参
政
関
係
資
料
集
』
一
九
七
五
年
。

（
9
）　

岩
尾
光
代
『
あ
た
ら
し
き
明
日
の
来
る
を
信
ず
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
九
年
）
は
個
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
充
実
し
て
お
り
、
参

考
に
な
る
。

（
10
）　http://w

eb.sfc.keio.ac.jp/~yuichiro/w
p/1946election-fem

ale.pdf

（
11
）　

今
回
、
こ
う
し
た
忘
れ
ら
れ
た
候
補
者
を
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
資
格
審
査
資
料
か
ら
拾
い
上
げ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
も
網
羅
的

で
は
な
く
、
審
査
に
合
格
し
て
出
馬
し
な
か
っ
た
者
も
あ
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
地
方
紙
な
ど
を
用
い
て
精
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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（
12
）　
「
女
代
議
士
初
名
乗
り
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
二
月
三
日
。

（
13
）　
「
婦
人
代
議
士
も　

の
ん
び
り
構
へ
た
自
由
党
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
二
月
一
九
日
。

（
14
）　
「
声　

婦
人
参
政
権
と
夫
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
二
月
二
九
日
。

（
15
）　

増
田
弘
『
公
職
追
放
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
。

（
16
）　
「〔
選
挙
立
候
補
者
調
査
票
〕」
国
立
公
文
書
館
蔵
「
諸
雑
公
文
書
」
所
収
。

（
17
）　
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
六
日
。

（
18
）　
「
婦
人
候
補
者
月
旦
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
一
月
一
日
。「
中
立
が
断
然
多
殆
ど
地
味
な
新
人
」『
読
売
新
聞
』
同
年
三
月
六
日

な
ど
。

（
19
）　

た
と
え
ば
、
加
藤
シ
ヅ
エ
は
あ
る
将
校
か
ら
長
年
要
求
し
て
き
た
参
政
権
が
与
え
ら
れ
た
の
に
出
馬
し
な
い
の
は
無
責
任
だ
と
咎
め

ら
れ
た
と
い
う
（
加
藤
『
あ
る
女
性
政
治
家
の
半
生
』
一
三
二
頁
）。
そ
の
将
校
は
選
挙
戦
へ
の
あ
ら
ゆ
る
援
助
を
約
束
し
て
い
た
（
菅

原
和
子
『
市
川
房
枝
と
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
四
七
二
頁
。

（
20
）　

鞍
馬
可
寿
子
の
弁
。
富
山
新
聞
社
編
『
越
中
の
群
像
』
桂
書
房
、
一
九
八
四
年
、
三
〇
六
頁
。

（
21
）　

三
木
喜
代
子
の
回
想
。
東
京
新
聞
・
北
陸
中
日
新
聞
取
材
班
編
『
女
た
ち
の
情
熱
政
治
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
三
〇
頁
。

（
22
）　

榊
原
千
代
「
私
の
選
挙
」『
婦
人
之
友
』
四
〇
巻
四
・
五
号
、
一
九
四
六
年
。

（
23
）　

竹
内
歌
子
な
ど
。
湯
浅
博
『
証
言
千
葉
県
戦
後
史
』
崙
書
房
、
一
九
八
四
年
、
七
一
頁
。

（
24
）　

森
山
ヨ
ネ
の
回
想
。「
女
性
と
政
治
（
一
）」『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
七
年
一
一
月
二
六
日
。

（
25
）　

今
井
は
つ
の
弁
。
福
井
新
聞
社
編
集
局
編
『
生
き
て
い
る
ふ
く
い
昭
和
史
』
下
、
品
川
書
店
、
一
九
七
四
年
、
四
九
頁
。

（
26
）　

大
石
ヨ
シ
エ
『
あ
ほ
か
い
な
』
鱒
書
房
、
一
九
五
六
年
、
二
六
三
頁
。

（
27
）　

福
地
文
乃
。
読
売
新
聞
社
会
部
編
『
女
の
記
録
』
三
芽
書
房
、
一
九
五
八
年
、
六
四
頁
。

（
28
）　
「
婦
選
を
汚
す
年
齢
ご
ま
か
し
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
一
日
。

（
29
）　

久
布
白
『
廃
娼
ひ
と
す
じ
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
三
年
、
二
五
九
頁
。

（
30
）　

松
谷
『
天
光
光
由
来
』
山
手
書
房
、
一
九
八
六
年
、
一
二
〇
頁
。

（
31
）　

和
崎
ハ
ル
の
例
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
フ
ル
ー
グ
フ
ェ
ル
ダ
ー
『
政
治
と
台
所
』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
六
年
、
四
三
頁
。
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（
32
）　

こ
の
総
選
挙
で
初
出
馬
し
た
石
橋
湛
山
も
逡
巡
の
す
え
に
自
由
党
を
選
ん
で
い
る
（
増
田
弘
『
政
治
家
・
石
橋
湛
山
研
究
』
東
洋
経

済
新
報
社
、
二
〇
二
三
年
、
五
五
頁
）。

（
33
）　Laura V

an A
ssendelft, “Entry-Level Politics?” in T

H
O

M
A

S, S. and W
ILCO

X
, C., 2014. W

om
en and E

lective 
O

ffi
ce: Past, Present, and Future.  3� edn. O

xford ;: O
xford U

niversity Press.
（
34
）　

山
崎
（
藤
原
）
道
子
、
近
藤
鶴
代
な
ど
。
藤
原
『
ひ
と
す
じ
の
道
に
生
き
る
』
集
団
形
星
、
一
九
七
二
年
、
一
四
〇
頁
。
中
村
純
介

『
薊
の
記　

近
藤
鶴
代
伝
』
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
七
四
年
、
四
九
頁
。

（
35
）　

菅
原
エ
ン
は
進
歩
党
の
前
代
議
士
・
柵
瀬
軍
之
輔
の
地
盤
を
求
め
た
が
断
ら
れ
た
（
菊
地
和
夫
『
菅
原
エ
ン
一
代
記
』
菊
地
和
夫
、

二
〇
一
七
年
、
三
四
頁
）。
同
地
か
ら
は
男
性
が
立
候
補
し
た
。

（
36
）　

た
と
え
ば
菅
原
は
弟
が
農
会
長
を
務
め
る
素
封
家
で
あ
っ
た
（
同
右
、
一
七
頁
）。
奥
む
め
お
は
大
政
翼
賛
会
へ
の
協
力
を
批
判
さ

れ
て
い
た
。

（
37
）　

前
掲
『
生
き
て
い
る
ふ
く
い
昭
和
史
』
下
、
四
九
頁
。
鳩
山
は
東
京
一
区
の
竹
内
茂
代
、
二
区
の
久
布
白
落
実
の
応
援
に
頻
繁
に
出

向
い
て
い
る
（
鳩
山
一
郎
『
鳩
山
一
郎
・
薫
日
記
』
上
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
年
）
一
九
四
六
年
三
月
三
〇
日
、
四
月
一
、
五
、

六
、
七
日
条
）。

（
38
）　

木
内
キ
ヤ
ウ
の
談
。「
婦
人
候
補
に
悩
み
あ
り
」『
読
売
新
聞
』
同
年
三
月
一
五
日
。

（
39
）　
「
総
選
挙
・
中
盤
戦　

現
地
報
告
座
談
会
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
三
月
二
五
日
。

（
40
）　
「
総
選
挙
の
手
引
き
」『
新
日
本
婦
人
同
盟
会
報
』
第
二
号
、
一
九
四
六
年
一
月
一
五
日
（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
「
市
川
房
枝
資
料
」
所

収
）。

（
41
）　

辻
村
輝
雄
『
戦
後
信
州
女
性
史
』
長
野
県
婦
人
連
合
会
、
一
九
六
七
年
、
九
七
頁
。

（
42
）　

前
掲
、
松
谷
『
天
光
光
由
来
』
一
〇
八
頁
。

（
43
）　
「
豊
か
な
生
活
へ
」『
愛
媛
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
二
六
日
。「
夫
唱
婦
随
に
無
之
候
」『
読
売
新
聞
』
同
年
二
月
一
三
日
な
ど
。

（
44
）　
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
期
日
ニ
於
ケ
ル
便
宜
供
与
ニ
関
ス
ル
件
（
内
務
省
）」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
閣
議
・
事
務
次
官
等
会
議
資
料
」

所
収
）。

（
45
）　

前
掲
「
総
選
挙
・
中
盤
戦　

現
地
報
告
座
談
会
」。
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（
46
）　
「
今
回
の
総
選
挙
に
つ
い
て
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
内
閣
総
理
大
臣
官
房
総
務
課
資
料
」
所
収
）。

（
47
）　
「
気
を
吐
く
初
陣
の
女
性
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
一
二
日
。

（
48
）　
「
芽
ば
え
た
民
主
勢
力
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
四
月
一
三
日
。

（
49
）　
「
婦
人
参
政
権
―
あ
の
日
・
あ
の
こ
ろ
―
」『
市
史
せ
ん
だ
い
』
六
号
、
一
九
九
六
年
。

（
50
）　

近
藤
鶴
代
の
選
挙
事
務
所
に
は
、
そ
う
し
た
手
紙
が
多
く
届
い
た
と
い
う
（
前
掲
、
近
藤
『
薊
の
記
』
五
二
頁
）。

（
51
）　

高
橋
良
子
「
新
生
日
本
の
二
つ
の
希
望
の
星
」『
令
女
界
』
二
四
巻
四
号
、
一
九
四
六
年
。

（
52
）　
「
当
選
の
弁　

偏
ら
ぬ
道
義
を
」『
山
形
新
聞
』
同
年
四
月
一
三
日
。

（
53
）　

前
掲
、
菊
池
『
菅
原
エ
ン
一
代
記
』
四
六
頁
。

（
54
）　

ラ
ジ
オ
座
談
会
「
選
挙
に
対
す
る
女
性
の
見
方
」
に
出
演
し
た
女
性
候
補
者
に
対
す
る
主
婦
の
投
書
。「
叫
び　

あ
ま
り
に
感
情
的
」

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
一
五
日
な
ど
。

（
55
）　
「
憂
国
の
士
」『
愛
媛
新
聞
』
同
年
四
月
五
日
。

（
56
）　

前
掲
、
伊
藤
『
草
の
根
の
婦
人
参
政
権
運
動
史
』
一
六
七
頁
。

（
57
）　
「
各
党
婦
人
候
補
者
の
熱
弁
ふ
る
ふ
」『
新
日
本
婦
人
同
盟
会
報
』
三
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
五
日
（
前
掲
「
市
川
房
枝
資
料
」
所

収
）。

（
58
）　

前
掲
「
婦
人
候
補
に
な
や
み
あ
り
」。

（
59
）　

京
都
府
医
師
会
編
刊
『
京
都
府
医
師
会
二
〇
年
史
』
八
一
頁
。

（
60
）　
「
婦
人
候
補
の
闘
ひ
を
み
る　

農
村
の
巻
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
四
日
。

（
61
）　

前
掲
『
越
中
の
群
像
』
三
〇
七
頁
。

（
62
）　

佐
藤
和
賀
子
「
占
領
期
に
お
け
る
地
域
婦
人
団
体
と
天
皇
制
」『
総
合
女
性
史
研
究
』
二
二
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（
63
）　

紅
露
み
つ
の
嘆
き
。「
婦
人
議
員
の
反
省
」『
婦
人
朝
日
』
七
巻
一
一
号
、
一
九
五
二
年
。

（
64
）　

鳥
取
で
は
社
会
党
が
分
裂
し
て
い
た
が
、
同
地
か
ら
立
候
補
し
た
田
中
た
つ
は
長
く
産
婆
、
家
政
婦
、
看
護
婦
の
元
締
め
と
し
て
信

望
を
集
め
て
い
た
（「
業
界
か
ら
田
中
代
議
士
」『
保
健
と
助
産
』
一
巻
一
号
、
一
九
四
七
年
）。
そ
う
し
た
団
体
の
厚
い
支
持
に
加
え
、

田
中
が
か
つ
て
自
ら
取
り
上
げ
た
若
い
男
女
が
多
く
応
援
に
駆
け
付
け
た
と
い
う
（
鳥
取
県
編
刊
『
鳥
取
県
史
』
近
代
四
、
一
九
六
九
年
、
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二
八
〇
頁
）。

（
65
）　

出
身
地
で
出
馬
し
た
菅
原
エ
ン
、
米
山
久
な
ど
に
は
母
校
高
等
女
学
校
の
同
窓
生
が
組
織
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
（
前
掲
、
菊
地

『
菅
原
エ
ン
一
代
記
』
二
二
頁
。
前
掲
「
石
川
県
下
婦
人
運
動
の
歩
み
を
み
る
」）。

（
66
）　

前
掲
、
近
藤
『
薊
の
記
』
五
三
頁
。

（
67
）　

竹
内
茂
代
「
裏
切
ら
れ
た
選
挙
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
一
二
日
。

（
68
）　

竹
内
茂
代
『
八
十
路
の
歩
み
』
女
性
問
題
研
究
所
、
一
九
六
一
年
、
二
八
頁
。

（
69
）　

前
掲
、
榊
原
「
私
の
選
挙
」。
阿
部
静
枝
『
愛
と
孤
独
』
太
平
社
、
一
九
四
七
年
、
一
二
七
頁
。

（
70
）　

門
野
高
子
「
石
川
県
下
婦
人
運
動
の
歩
み
を
み
る
」『
文
華
』
一
巻
一
一
号
、
一
九
四
六
年
。

（
71
）　
「
女
性
議
員
の
先
達
た
ち　

柄
沢
と
志
子
さ
ん
」
下
『
毎
日
新
聞
』
一
九
九
四
年
九
月
二
五
日
。

（
72
）　
「
嫌
わ
れ
た
共
産
党　

愛
さ
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン　

当
世
娘
気
質
」『
愛
媛
新
聞
』
一
九
四
六
年
三
月
三
一
日
。

（
73
）　

田
島
ひ
で
は
、
母
が
共
産
党
入
り
を
許
さ
な
か
っ
た
た
め
に
選
挙
運
動
の
人
手
が
足
り
ず
嘆
い
て
い
た
（
前
掲
「
婦
人
候
補
に
悩
み

あ
り
」）。

（
74
）　

前
掲
「
憂
国
の
士
」。「
選
挙
を
終
わ
っ
て　

民
衆
の
声
」『
愛
媛
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
一
四
日
。

（
75
）　

伊
豆
公
夫
『
青
年
論
』
古
明
地
書
店
、
一
九
四
九
年
、
一
三
三
頁
。

（
76
）　

中
根
俵
造
『
延
安
か
ら
東
京
ま
で
』
青
年
タ
イ
ム
社
、
一
九
四
六
年
、
六
八
頁
。

（
77
）　
「
婦
人
の
地
方
自
治
参
画
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
二
月
四
日
。

（
78
）　

前
掲
「
芽
ば
え
た
民
主
勢
力
」。

（
79
）　

日
本
民
党
に
つ
い
て
は
、
竹
中
佳
彦
「
戦
後
日
本
の
協
同
主
義
政
党
」『
年
報
政
治
学
』
四
九
巻
、
一
九
九
八
年
。

（
80
）　

前
掲
「
婦
人
候
補
に
悩
み
あ
り
」。
前
掲
、
阿
部
『
愛
と
孤
独
』
一
二
七
頁
。

（
81
）　
「
裏
か
ら
見
た
連
記
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
一
六
日
。
平
林
た
い
子
「
婦
人
代
議
士
」『
光
』
二
巻
五
・
六
号
、
一
九
四

六
年
。

（
82
）　

市
川
房
枝
「
ま
づ
食
糧
の
解
決
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
四
月
一
五
日
。

（
83
）　

前
掲
、
久
布
白
『
廃
娼
ひ
と
す
じ
』
二
六
一
、
二
六
三
頁
。
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（
84
）　

榊
原
千
代
は
、
三
〇
万
円
と
言
わ
れ
た
費
用
を
一
〇
万
円
に
抑
え
た
と
い
う
（
前
掲
、
榊
原
「
私
の
選
挙
」）。

（
85
）　

山
川
菊
枝
「
婦
人
界
の
去
年
と
今
年
」
読
売
新
聞
社
編
刊
『
読
売
政
治
年
鑑
』
昭
和
二
二
年
版
、
一
九
四
七
年
、
三
六
頁
。

（
86
）　

前
掲
「
中
立
が
断
然
多
殆
ど
地
味
な
新
人
」。

（
87
）　
「
総
選
挙
と
政
局
の
展
望
」
上
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
四
月
一
四
日
。

（
88
）　
「
私
た
ち
の
主
張　

女
代
議
士
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
四
月
一
三
日
。「
婦
人
ト
ッ
プ
当
選
組
の
略
歴
と
主
張
」『
読
売
新
聞
』
同
日
。

（
89
）　
「
議
会
に
出
す
食
糧
決
議
文
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
五
日
。

（
90
）　

神
崎
智
子
『
戦
後
日
本
女
性
政
策
史
』
明
石
書
店
、
二
〇
〇
九
年
、
五
八
頁
。

（
91
）　
「
街
の
牛
乳
を
家
庭
に
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
五
月
一
二
日
。

（
92
）　

史
の
会
編
『
時
代
を
拓
い
た
女
た
ち
』
神
奈
川
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
二
三
頁
。

（
93
）　
「
マ
元
帥　

婦
人
代
議
士
激
励
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
六
月
二
二
日
。

（
94
）　
「
さ
よ
う
な
ら
良
識
の
府　

近
藤
鶴
代
、
紅
露
み
つ
、
森
田
た
ま
」『
文
藝
春
秋
』
四
六
巻
七
号
、
一
九
六
八
年
。

（
95
）　
「
弥
次
も
飛
ば
ず
、
し
ん
み
り
」「
女
性
の
持
味
発
揮
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
六
月
三
〇
日
。

（
96
）　

林
恒
子
「
初
の
女
性
議
員
か
ら
受
け
取
る
こ
と
」『
歴
史
地
理
教
育
』
七
一
三
号
、
二
〇
〇
七
年
。

（
97
）　
「
売
春
防
止
法　

婦
人
議
員
か
く
戦
え
り
」『
週
刊
読
売
』
三
〇
巻
一
七
号
、
一
九
七
一
年
。

（
98
）　
「
婦
人
議
員
へ
の
失
望
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
六
月
一
三
日
。

（
99
）　
「
俎
上
に
『
闇
の
女
性
』
突
込
み
に
力
不
足
の
婦
人
議
員
陣
」『
読
売
新
聞
』
同
年
七
月
三
一
日
。

（
100
）　
「
議
事
堂
よ
サ
ヨ
ナ
ラ　

婦
人
代
議
士
の
一
年
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
七
年
四
月
一
日
。

（
101
）　

前
掲
、
神
崎
『
戦
後
日
本
女
性
政
策
史
』
五
九
頁
。

（
102
）　

前
掲
、
林
「
初
の
女
性
議
員
か
ら
受
け
取
る
こ
と
」。

（
103
）　
「
声　

婦
人
代
議
士
に
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
五
月
二
六
日
な
ど
。

（
104
）　

東
京
都
の
主
婦
か
ら
の
投
書
。「
婦
人
代
議
士
の
道
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
五
月
六
日
。

（
105
）　

三
木
喜
代
子
の
回
想
。
前
掲
「
女
性
議
員
の
先
達
た
ち
」
下
。

（
106
）　
「
叫
び　

進
歩
党
婦
人
代
議
士
へ
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
五
月
一
九
日
。「
教
養
で
は
腹
は
膨
れ
ぬ　

裾
模
様
代
議
士
へ
の
抗
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議
文
」『
朝
日
新
聞
』
同
月
二
二
日
。

（
107
）　
「
恩
赦
の
代
議
士
」『
北
国
毎
日
新
聞
』
同
年
一
一
月
四
日
。

（
108
）　
「
冨
田
代
議
士
起
訴
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
五
月
二
四
日
。

（
109
）　
「
女
性
代
議
士
は
何
を
し
た
か
」『
真
相
』
二
巻
七
号
、
一
九
四
七
年
。

（
110
）　
「
両
婦
人
代
議
士
の
退
陣
決
議
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
五
月
六
日
。

（
111
）　
「
主
婦
は
外
で
働
け
ぬ
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
七
日
。「
責
任
を
負
う
」『
朝
日
新
聞
』
同
月
三
〇
日
。

（
112
）　

朝
日
新
聞
福
井
支
局
編
『
ふ
く
い
百
年
の
人
脈
』
実
業
之
福
井
社
、
一
九
六
八
年
、
一
五
七
頁
。

（
113
）　

ス
ー
ザ
ン
・
フ
ァ
ー
『
日
本
の
女
性
活
動
家
』
勁
草
書
房
、
一
九
八
九
年
、
一
四
四
頁
。「
暇
が
な
い
『
家
庭
の
世
話
』　

主
婦
と
代

議
士　

こ
の
悩
み
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
七
月
七
日
。

（
114
）　
「
女
ば
か
り
の
代
議
士
学
校
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
七
月
二
日
。

（
115
）　
「
ま
た
着
物
論
議
の
婦
人
代
議
士
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
六
月
二
七
日
。

（
116
）　

戸
叶
里
子
『
戸
叶
里
子
』
同
刊
行
会
、
一
九
七
二
年
、
五
三
頁
。「
今
議
会
と
婦
人
代
議
士
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
一
〇
月
五

日
。

（
117
）　

前
掲
、
阿
部
『
愛
と
孤
独
』
一
七
二
頁
。

（
118
）　
「
総
選
挙
に
臨
む
各
政
党
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
七
年
四
月
九
日
。

（
119
）　

前
掲
「
女
性
代
議
士
は
何
を
し
た
か
」。「
婦
人
代
議
士
の
活
躍
」
毎
日
新
聞
社
編
刊
『
毎
日
年
鑑
』
一
九
四
七
、
一
九
四
七
年
、
二

七
八
頁
。

（
120
）　
「
婦
人
議
員
へ
の
世
論　

本
社
調
査
」「
読
売
新
聞
」
同
年
三
月
二
五
日
。
有
効
回
答
数
は
四
六
五
七
件
。

（
121
）　
「
冷
た
い
国
民
投
書
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
一
日
。

（
122
）　

村
井
良
太
『
市
川
房
枝
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
、
一
七
〇
頁
。

（
123
）　
「
三
バ
ン
に
悩
み
あ
れ
ど
再
び
起
つ
三
七
名
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
七
年
三
月
二
七
日
。

（
124
）　

奥
む
め
を
の
談
話
。「
総
選
挙
と
お
台
所
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
三
日
。

（
125
）　

神
奈
川
県
議
会
史
編
集
委
員
会
編
『
神
奈
川
県
議
会
史
』
続
一
、
神
奈
川
県
議
会
、
一
九
七
四
年
、
六
二
頁
。
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（
126
）　
「
社
説　

都
市
の
棄
権
率
は
な
ぜ
高
い
の
か
」『
読
売
新
聞
』
一
九
四
七
年
四
月
八
日
な
ど
。

（
127
）　
「
演
説
を
き
き
、
新
聞
を
読
め
」『
朝
日
新
聞
』
同
年
四
月
一
七
日
。

（
128
）　
「
婦
人
の
投
票
快
速
調
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
六
日
。

（
129
）　

内
閣
審
議
室
世
論
調
査
班
「
衆
議
院
総
選
挙
の
動
向
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
「
諸
雑
公
文
書
」
所
収
）。

（
130
）　

前
掲
『
戦
後
信
州
女
性
史
』
九
七
頁
。

（
131
）　

参
院
選
の
際
に
お
け
る
茅
野
市
の
女
性
の
証
言
。
同
右
、
一
〇
一
頁
。

（
132
）　

信
濃
毎
日
新
聞
社
調
査
出
版
部
編
『
信
毎
年
鑑
』
一
九
四
八
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
九
八
頁
。

（
133
）　

新
妻
イ
ト
「
婦
人
と
選
挙
」『
婦
人
教
養
』
一
九
四
号
、
一
九
五
五
年
。

（
134
）　

田
中
た
つ
「
助
産
婦
の
政
治
的
自
覚
」『
保
健
と
助
産
』
一
巻
八
号
、
一
九
四
七
年
。

（
135
）　

米
山
久
の
談
。「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」『
再
建
』
二
巻
三
号
、
一
九
四
八
年
。

（
136
）　

杉
野
糸
子
「
話
題
の
人　

時
の
人　

紅
露
み
つ
女
史
」『
生
活
科
学
』
七
巻
四
号
、
一
九
四
九
年
。

（
137
）　

夕
刊
都
新
聞
社
編
集
部
同
人
編
『
日
本
政
経
人
評
伝
』
第
一
集
、
夕
刊
都
新
聞
社
。
一
九
五
〇
年
、
一
五
八
頁
。

（
138
）　

二
木
秀
雄
『
政
界
ニ
ュ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
』
ジ
ー
プ
社
、
一
九
四
七
年
、
七
五
頁
。

（
139
）　
「
人
物
評
伝　

近
藤
鶴
代
」『
再
建
』
一
巻
三
号
、
同
年
。

（
140
）　
「
父
子
当
選
喜
ぶ
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
七
日
。

（
141
）　
「
中
選
挙
区
単
記
制
へ
」『
読
売
新
聞
』
同
年
三
月
一
五
日
。
前
掲
「
三
バ
ン
に
悩
み
あ
れ
ど
再
び
起
つ
三
七
名
」。

（
142
）　
「
柄
澤
、
和
崎
、
菅
原
三
女
史
落
つ
」『
読
売
新
聞
』
同
年
四
月
二
七
日
。

（
143
）　

前
掲
「
女
性
議
員
の
先
達
た
ち　

柄
沢
と
志
子
さ
ん
」
下
。

（
144
）　

前
掲
、
菊
地
『
菅
原
エ
ン
一
代
記
』
四
六
頁
。

（
145
）　

前
掲
「
婦
人
候
補
に
な
や
み
あ
り
」。

（
146
）　
『
我
ら
大
正
っ
子
』
第
四
、
徳
間
書
店
、
一
九
六
三
年
、
一
三
〇
頁
。

（
147
）　

前
掲
、
山
崎
『
ひ
と
す
じ
の
道
に
生
き
る
』
一
八
六
頁
。

（
148
）　

前
掲
、
近
藤
『
薊
の
記
』
八
二
頁
。
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（
149
）　
『
新
岩
手
日
報
』
一
九
四
六
年
四
月
一
三
日
。

（
150
）　

大
宅
壮
一
『
人
間
裸
像
』
板
垣
書
店
、
一
九
五
〇
年
、
一
四
三
頁
。

（
151
）　
「
こ
れ
は
あ
な
た
の
責
任
で
す　

女
議
員
た
ち
の
厳
粛
な
る
事
実
を
探
求
す
る
」『
真
相
』
一
九
号
、
一
九
五
〇
年
。

（
152
）　

前
掲
、
大
宅
『
人
間
裸
像
』
一
四
一
頁
。

（
153
）　

同
右
、
一
四
五
頁
。

（
154
）　

前
掲
「
さ
よ
う
な
ら
良
識
の
府
」。

（
155
）　

戦
前
に
つ
い
て
は
手
塚
雄
太
「
戦
前
日
本
の
選
挙
運
動
と
候
補
者
家
族
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
二
三
巻
一
〇
号
、
二
〇
二
二
年
）
が
、

戦
後
に
つ
い
て
は
佐
藤
信
「
妻
た
ち
の
選
挙
」（『
法
学
会
雑
誌
』
六
四
巻
一
号
、
二
〇
二
三
年
）
が
こ
の
観
点
か
ら
丹
念
に
論
じ
て
い
る
。

（
156
）　
「
引
張
り
だ
こ
の
女
弁
士
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
五
〇
年
三
月
三
日
。


